
明
代
中
期
の
外
戚
、

張
氏
兄
弟

佐

藤

文

俊

は

じ

め

に

第
一
章
政
治
史
中
の
張
氏
一
族

第
二
章

張

氏
兄
弟
の
財
源

第
一
節
在
田
の
集
積

第
二
節
商
品
流
通
へ
の
介
入

第

三

節

残

盤

買

補

お

わ

り

に
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は

じ

め

前
近
代
中
園
の
皇
帝
専
制
政
治
は
科
奉
に
基
く
官
僚
制
を
基
軸
と
す
る
が
、

の
皇
族
や
外
威
、
王
朝
の
創
成
や
再
建
時
の
功
臣
、
官
官
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
代
一
五
世
紀
牢
ば
に
な
る
と
、
先
進
経
済
地
域
を
中
心
に
設

展
し
た
一
商
品
経
済

・
市
場
に
封
躍
し
て
、
こ
れ
ら
の
者
修
階
層
と
し
て
の
特
権
屠
は
そ
の
地
位
を
利
用
し
た
様
々
な
手
段
に
よ
る
牧
奪
を
行

(

1

)

(

2

)

 

い
、
混
晶
を
引
き
起
こ
し
た
。
本
稿
で
は
動
戚
と
併
帯
さ
れ
る
功
臣
と
外
戚
の
内
、
明
初
瞳
制
と
異
な
り
生
前
に
公
爵
位
を
賜
興
さ
れ
た
明
中

期
の
有
力
外
威
、
張
氏
兄
弟
の
盛
衰
を
通
し
て
、
皇
帝
穫
を
背
景
に
欽
賜
さ
れ
た
園
家
財
源
に
よ
り
つ
つ
肥
大
化
し
、
同
時
に
明
朝
財
政
を
混

観
さ
せ
る
南
面
を
検
討
し
た
い
。
叉
、
皇
后
(
妃
〉
・
皇
太
后
・
太
皇
太
后
の
擢
威
と
軌
を
一
に
す
る
外
戚
一
族
の
側
面
も
検
討
し
た
い
。
な
お

こ
れ
と
は
別
に
皇
帝
を
と
り
ま
く
支
配
唐
に
、

園
戚
と
し
て
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特
権
層
な
る
用
語
は
、
通
常
、
身
分
性
地
主
を
指
す
が
、
本
稿
で
は
右
の
よ
う
な
動
戚

・
諸
王
・
官
官
等
に
限
定
し
て
使
用
し
た
い
。

第
一
章

政
治
史
中
の
張
氏

一
族

成
化
二
三
年
(
一
四
八
七
)
張
氏
は
皇
太
子
妃
に
、
翌
年
の
弘
治
元
年
に
は
孝
宗
皇
后
に
加

立
さ
れ
、

」
こ
に
弘
治

・
正
徳

・
嘉
靖
前
半
の

各
年
代
に
わ
た
る
有
力
外
戚
が
誕
生
し
た
。
張
氏
の
父
張
簡
は
北
直
隷
河
開
府
輿
済
同
怖
の
人
で
、
照
準
生
か
ら
因
子
監
生
と
な
っ
た
「
儒
家
」

出
身
で
あ
り
、
親
族
に
も
進
士
に
合
格
後
按
祭
副
使
と
な
っ
た
従
兄
の
張
岐
や
、
張
簡
の
妹
と
結
婚
し
た
事
人
出
身
、
通
政
司
経
歴
の
沈
帳
等

が
い
た
。
張
氏
が
皇
太
子
妃
に
加
立
さ
れ
る
と
父
張
轡
は
鴻
醐
寺
卿
に
、
皇
后
に
封
じ
ら
れ
る
と
中
軍
都
督
府
同
知
に
昇
進
し、

さ
ら
に
弘
治

三
年
に
は
寄
寧
伯
に
封
じ
ら
れ
食
緑

一
千
石
を
賜
興
さ
れ
た
。
同
五
年
新
皇
太
子
知
立
時
に
は
寄
寧
侯
に
準
封
の
上
、
除
二

O
O石
を
加
増
さ

れ
た
。
彼
は
同
年
八
月
死
去
し
、
昌
闘
公
を
追
封
さ
れ
た
。
張
簡
の
長
男
で
張
皇
后
の
兄
張
鶴
齢
は
、
同
年

一一

月
蕎
寧
侯
の
爵
位
と
椋
米
一
、

二
O
O石
を
製
っ
た
。
次
男
の
張
延
齢
は
中
軍
都
督
府
間
知
か
ら
弘
治
八
年
に
は
建
昌
伯
に
封
、
ぜ
ら
れ
、
同

一
六
年
九
月
に
は
兄
張
鶴
齢
の
壷

(

3

)

(

4

〉

力
で
建
昌
侯
に
昇
進
し
た
。
明
代
に
お
け
る
兄
弟
封
爵
の
代
表
例
で
も
あ
る
。

こ
の
開
、

(
5〉
遜
」)し、

一
族
の
張
岐
は
按
察
副
使
か
ら
都
御
史
に
特
昇
(
「
超
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沈
椋
も
遇
政
司
経
歴
か
ら
右
参
議
に
昇
進
し
た
他
、

(
6〉

等
、
将
校
ク
ラ
ス
の
地
位
を
得
た
。
成
化
年
代
以
前
か
ら
す
で
に
皇
后
家
に
封
す
る
優
遇
策
が
目
立
っ
て
き
た
が
、
孝
宗
は
さ
ら
に
「
頗
る
外

(

7

)

 

家
を
優
躍
」
し
た
た
め
、
新
興
の
張
氏
兄
弟
が
短
期
間
に
突
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

張
簡
に
寄
生
し
た
多
く
の
「
義
子
一
が
錦
衣
衡
の
正
千
戸

・
副
千
戸

・
百
戸

正
徳
年
代
に
入
る
と
官
官
勢
力
の
増
大
や
新
外
戚
夏
氏

一
族
が
登
場
し
た
が
、
張
氏
は
皇
太
后
(
「
慈
詩
皇
太
后
」
)
と
し
て
依
然
勢
力
を
保
持

し
、
張
鶴
齢
が
太
俸
に
準
ん
だ
の
を
始
め

一
族
は
安
泰
で
あ
っ
た
。
正
徳
か
ら
嘉
靖
へ
の
交
替
期
、
張
氏
兄
弟
は
特
権
層
と
し
て
の
頂
貼
を
き

わ
め
る
こ
と
に
な
る
。
正
徳

一
六
年
三
月

一
四
日
に
病
死
し
た
武
宗
に
後
縫
者
が
な
く
、
後
極
皇
帝
と
し
て
孝
宗
の
弟
で
湖
底
安
陸
州
に
親
王

と
し
て
分
封
さ
れ
た
、
興
献
王
の
長
子
朱
厚
煉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
武
宗
の
遺
詔
と
新
皇
帝
一
の
詔
蓄
を
作
製
し
た
楊
廷
和
等
の
閣
臣
が

こ
の
方
針
を
重
策
し
、
こ
れ
に
最
終
的
許
可
を
輿
え
た
の
が
皇
太
后
張
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
皇
一
腎
不
在
の
三
七
日
聞
は
楊
延
和
等
の
閣
臣
が
朝



(
8〉

政
を
線
捜
し
た
が
、
過
渡
期
の
最
高
権
力
は
張
氏
が
掌
握
し
た
。
こ
の
結
果
、
遺
詔
と
太
皇
太
后
張
氏
の
「
救
助
旨
」
を
奉
じ
、
朱
厚
惚
奉
迎
の

使
者
と
し
て
閣
臣
、梁
儲
等
と
共
に
張
鶴
齢
も
汲
遣
さ
れ
た
。
新
皇
帝
決
定
と
そ
の
貫
現
の
功
績
(
「
定
策
の
功
」
)
で
、
張
氏
は
宮
廷
内
で
よ
り

張
延
齢
に
も
太
停
を
加
え
、
さ
ら
に
嘉
靖
二
年
三
五
二
一
二
〉
に
は
張
鶴
齢

大
き
な
樺
威
を
も
っ
存
在
と
な
っ
た
。

世
宗
は
張
鶴
齢
に
太
師
、

を
昌
園
公
に
封
じ
た
。
こ
れ
は
明
代
外
戚
史
上
、
爵
位
の
最
高
位
で
あ
る
公
倭
を
生
前
に
授
興
し
た
最
初
の
例
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

成
化
末
・
弘
治
・
正
徳
・
嘉
靖
前
半
に
わ
た
り
、
皇
太
子
妃
・
皇
后
・
皇
太
后
・
太
皇
太
后
と
し
て
勢
力
を
保
持
し
た
張
氏
を
背
景
に
、
張
氏

兄
弟
は
各
々
高
爵
位
を
得
た
。

右
の
威
光
に
よ
っ
て
雨
兄
弟
は
、
明
の
法
陸
系
を
含
め
た
秩
序
を
無
親
し
た
が
、
特
に
財
源
獲
得
に
お
け
る
強
引
さ
は
園
家
の
財
政
と
統
治

に
損
失
を
興
え
、
叉
民
衆
と
の
矛
盾
を
深
め
る
原
因
と
な
っ
た
た
め
、
官
僚
の
反
護
も
尖
鋭
化
し
た
。
紙
数
の
閲
係
で
詳
論
で
き
な
い
が
、
雨

兄
弟
を
め
ぐ
る
官
僚
と
の
針
立
を
概
略
し
て
み
よ
う
。
早
く
は
弘
治
六
年
(
一
四
九
三
)
、
死
去
し
た
張
轡
の
た
め
の
大
規
模
な
壁
域
造
成
を
め

(
9〉

ぐ
り
、
賓
窮
者
や
軍
人
へ
の
強
制
的
な
傍
役
と
徴
牧
金
割
首
問
題
か
ら
生
じ
た
混
範
に
劃
す
る
刑
部
尚
書
彰
留
の
上
奏
や
、
弘
治
九
年
宮
廷
内

で
の
儀
躍
を
無
視
す
る
雨
兄
弟
を
訴
え
た
官
官
何
鼎
は
、
逆
に
張
皇
后
に
よ
り
錦
衣
衡
の
獄
に
下
さ
れ
た
た
め
、
彼
を
救
出
し
よ
う
と
し
た
大

(

叩

)

率
土
徐
湾
、
戸
部
向
書
周
経
等
の
動
き
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
一
一
年
に
は
張
鶴
齢
を
弾
劾
し
た
監
察
御
史
胡
献
が
逆
訴
さ
れ
、
錦
衣
衛
獄
に
下

(

日

)

さ
れ
た
後
、
鯨
丞
に
降
格
さ
れ
た
。
次
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
弘
治
一

二
年
以
降
は
、
張
氏
兄
弟
と
こ
れ
に
寄
生
す
る
地
主
・
一
商
人

・
盟
一
商
等
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に
よ
る
土
地
の
集
積
、
一
商
品
流
通
や
専
買
盟
へ
の
介
入
等
、
明
朝
の
財
政
基
盤
を
危
く
す
る
事
態
に
封
し
、
閣
臣
・
言
官
・
官
僚
等
に
よ
る
上

奏
が
頻
出
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
皇
帝
は
、
雨
兄
弟
側
に
有
利
に
解
決
し
た
た
め
危
機
感
を
も
っ
た
官
僚
側
も
執
劫
に
抵
抗
し
た
。
特
に
弘

治
一
八
年
二
月
、
戸
部
主
事
李
夢
陽
は
時
政
に
閲
す
る
上
言
中
で
、
雨
兄
弟
の
経
済
行
篤
を
激
し
く
攻
撃
し
た
た
め
彼
等
は
こ
れ
を
孝
宗
に
訴

(

ロ

)

え
た
。
板
挟
み
に
あ
っ
た
一
帝
は
や
む
を
得
ず
李
夢
陽
を
獄
に
下
し
た
が
、
閣
臣
の
劉
健
・
李
東
陽
等
と
言
官
が
救
出
活
動
を
行
っ
た
。

(
日
)

張
氏
一
族
の
政
治
的
混
落
の
契
機
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
「
定
策
の
功
」
直
後
に
起
き
た
大
瞳
問
題
で
あ
っ
た
。
周
知
の
如
く
親
王
か
ら
入
縫
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し
た
世
宗
の
雨
親
と
そ
の
血
統
を
、
明
朝
皇
帝
の
系
譜
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
を
め
ぐ
る
政
策
が
激
し
く
闘
わ
れ
た
。
世
宗
擁
立
に
功
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績
の
あ
っ
た
閣
臣
楊
延
和
等
は
、
孝
宗
を
世
宗
の
亡
父
(
「
皇
考
」)、

質
父
を
叔
父
(
「
皇
叔
父
」
)
と
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
の
に
針
し
、
世
宗
は

自
身
の
父
を
皇
帝
と
し
て
の
「
皇
考
」
(
皇
考
恭
穆
献
皇
帝
)
、
孝
宗
を
「
皇
伯
考
」
と
す
る
よ
う
頑
強
に
主
張
し
た
た
め
、
官
僚
の
多
数
振
と
劉

立
し
た
。
こ
の
封
立
で
定
策
の
功
臣
楊
廷
和
等
は
次
々
に
、
革
職
或
は
辞
職
を
蝕
儀
な
く
さ
れ
た
。
世
宗
は
官
僚
の
少
数
波
で
あ
る
大
躍
五
臣

自
身
の
考
え
る
躍
制
を
推
進
し
一
帝
権
を
強
化
し
た
。

(
張
強
・
桂
川均
・
寝
絡
・
方
献
夫
・
席
書
)
を
軸
に
、

大
曜
の
儀
を
め
ぐ
る
政
争
の
ピ

l
ク

は
、
嘉
靖
三
年
七
月
一
五
日
の
左
順
門
事
件
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
件
を
通
し
て
世
宗
は
儀
雄
波
官
僚
を

一
掃
し
、
同
年
の
『
大
躍
集
議
』
と

嘉
靖
七
年
の

『
明
倫
大
典
』
頒
布
で
大
躍
の
儀
は
定
ま
っ
た
。
し
か
し
張
氏
一

族
に
と
っ
て
は
、
飴
憧
が
く
す
ぶ
り
績
け
た
。

嘉
靖
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
、
外
戚
に
劃
す
る
厚
遇
の
行
き
過
ぎ
に
封
し
、
官
僚
か
ら
抑
制
を
要
望
す
る
上
奏
が
積
出
し
た
。
特
に
生
前
、

公
街
位
を
張
鶴
齢
に
授
興
し
た
件
に
批
判
が
集
中
し
た
。
そ
の
代
表
者
は
南
京
兵
科
給
事
中
張
原
で
あ
り
、
彼
は
別
に
張
廷
齢
の
不
正
手
段
に

(
M〉

よ
る
土
地
入
手
に
つ
い
て
も
告
設
を
行
っ
た
。
嘉
靖
初
年
は
従
来
の
支
配
鐙
制
に
閲
し
て
、
多
方
面
に
わ
た
る
修
正
を
試
み
て
い
る
が
外
戚
問

題
も
そ
の

一
項
目
で
あ
っ
た
。

従
来
の
外
戚
封
爵
(
世
爵
)
を
こ
と
ご
と
く
革
め
、

(

日

)

以
後
一
代
限
り
と
す
る
事
を
決
定
し
た
が
、
張
氏
兄
弟
は
太
皇
太
后
存
命
中
の
た
め
、
嘗
面
革
爵
を
菟
れ
た
。
そ
の
権
勢
は
次
第
に
弱
ま
っ
て

(

日

)

そ
れ
で
も
雨
兄
弟
は
嘉
靖
九
年
頃
ま
で
外
戚
と
し
て
、
園
家
の
祭
杷
上
の
職
務
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。

嘉
靖
八
年
(
一
五
二
九
)
、

武
功
を
有
す
る
外
戚
を
除
き
、
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、
っ
こ
p
h

、

争
J

、刀

大
陸
を
め
ぐ
る
大
勢
は
結
着
し
て
い
た
が
、
存
命
す
る
太
皇
太
后
張
氏
と
皇
太
后
夏
氏
(
武
宗
の
皇
話
)
の
呼
稿
に
つ
い
て
燭
れ
て
お
き
た

ぃ
。
張
氏
は
世
宗
の
入
縫
時
、
彼
の
生
母
蒋
氏
を
親
王
妃
の
躍
を
以
っ
て
劉
躍
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
世
宗
母
子
と
樹
立
し
た
。

つ
い
で
嘉
靖

三
年
、
世
宗
は
群
議
を
排
し
て
生
母
の
呼
稿
に
「
聖
母
」
を
冠
し
(
「
聖
母
章
聖
皇
太
后
」
〉
、
張
氏
の
呼
稿
に
は
「
皇
伯
母
」
を
冠
す
る
こ
と
を
強

行
し
た
。
こ
う
し
て
張
氏
は
夏
氏
と
共
に
、
儀
艦
上
の
地
位
を
低
下
せ
し
め
ら
れ
た
。
世
宗
は
張
氏

一
族
に
樹
し
さ
ら
に
執
念
を
以
っ
て
、

そ

の
存
在
を
抹
消
し
皇
帝
櫨
を
強
化
し
よ
う
と
計
っ
た
。
こ
れ
を
貫
現
す
る
た
め
に
利
用
し
た
事
件
が
、
嘉
靖

一二
年
か
ら
二
五
年
ま
で
績
い
た

(

口

)

張
延
齢
の
獄
で
あ
っ
た
。
設
端
は
す
で
に
張
氏
の
権
威
も
落
ち
目
と
な
っ
た
一
二
年
九
月
、
董
至
な
る
者
の
訴
え
か
ら
始
ま
っ
た
。
彼
の
父
天

(
国
)

正
徳

一
O
年
の
事
件
嘗
時
、
張
延
齢
の
た
め
に
草
奏
を
奮
い
た
。
董
至
は
嘉
者
初
年
、
延
齢
の
出
資
で
高
利
貸
を
行
レ
そ
の
貸

文
生
董
斑
は
、



占
い
者

金
の
返
済
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た
指
揮
司
聴
と
謀
り
、
正
徳

一
O
年
に
か
つ
て
「
日
者
」
曹
租
が
延
齢
を
訴
え
た
内
容
を
中
心
に
、
再
度
上
訴
し

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
一
方
で
董
至
は
、
こ
の
草
稿
を
延
齢
に
見
せ
て
脅
し
賄
賂
を
要
求
し
た
た
め
、
延
齢
は
共
謀
の
司
聴
を
捕
え
幽
殺
し
て

し
ま
う
。
延
齢
は
司
聴
の
息
子
司
昇
に
劉
し
、
貸
金
の
帳
消
し
を
僚
件
に
こ
の
事
件
の
口
封
じ
と
し
た
が
、
司
昇
に
非
常
に
怨
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
董
至
は
先
手
を
打
ち
、
別
件
を
追
加
し
て
延
齢
が
「
不
軌
を
謀
っ
た
」
と
訴
え
た
。
世
宗
は
こ
の
訴
え
を
受
け
、
延
齢
と
諸
奴
僕

を
捕
え
刑
部
に
徹
底
し
た
調
査
を
厳
命
し
た
。
刑
部
向
書
蚕
賢
は
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
延
齢
紘
一
寸
に
よ
る
司
聴
等
の
殺
人
や
数
々
の
不
法
は
誼

明
さ
れ
た
が
、

不
軌
を
謀
っ
た
と
レ
う
誼
擦
は
な
か
っ
た
と
報
告
し
た
。

激
怒
し
た
世
宗
は
再
度
、

法
司
・
錦
衣
衡
鎮
撫
司
に
再
審
を
命
じ

た
。
今
次
は
世
宗
の
一
意
に
従
い
張
延
齢
を
刑
部
の
獄
に
下
し
死
刑
を
求
刑
し
た
上
、
海
居
し
な
が
ら
諌
め
な
か
っ
た
兄
張
鶴
齢
も
質
職
を
仲
わ

(
m
U
〉

な
い
(
「
帯
俸
閲
住
」
)
南
京
錦
衣
衛
指
揮
同
知
に
降
格
し
、
先
の
調
査
結
果
を
出
し
た
刑
部
向
書
以
下
の
官
僚
も
罰
し
た
。

方
に
獄
の
急
時
は
(
嘉
靖
〉

一
三
年
七
月
に
あ
り
。
賂
に
族
款
に
到
ら
ん
と
す
。

(
却
)

と
あ
る
よ
う
に
、
世
宗
は
こ
の
機
舎
を
と
ら
え
張
氏
一
族
の
族
誌
を
賀
行
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
封
し
死
刑
を
張
延
齢

一
人
の
み
に
限
定
し

(

幻

〉

世
宗
の
意
向
に
反
劉
し
、
世
宗
も
か
れ
ら
に
封
し
鹿
罰
を
以
っ
て
鷹
じ
た
が
結

し
か
し
刑
の
執
行
を
長
び
か
せ
、
太
皇
太
后
張
氏
へ
の
心
理
的
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族
誌
を
防
ご
う
と
し
た
閣
臣
張
字
敬
(
張
穏
)
等
の
官
僚
は
、

局
、
張
延
齢
の
み
殺
人
罪
を
適
用
す
る
こ
と
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

匪
迫
の
手
段
と
し
た
。

度
落

一
途
を
た
ど
る
張
氏
兄
弟
に
封
し
、
世
宗
の
一
意
に
麿
ず
る
が
如
く
謹
告
を
含
め
た
上
訴
が
績
出
し
た
。
嘉
靖

一
五
年
、
牧
監
中
の
罪
人

劉
東
山
と
「
好
人
」
劉
埼
に
よ
る
二
件
の
訴
え
が
あ
り
、
こ
の
結
果
一

O
O人
以
上
の
関
係
者
の
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
。
張
延
齢
は
重
犯
と

(

忽

〉

さ
れ
、
前
件
と
同
様
な
慮
分
が
縫
績
し
た
。
翌
一
六
年
に
は
班
明
、
子
雲
鶴
な
る
者
が
、
延
齢
は
中
官
を
ま
き
こ
ん
で
饗
を
は
か
ろ
う
と
し
て

い
る
と
謹
告
し
た
が
、
世
宗
は
こ
の
機
舎
を
利
用
し
、
南
京
に
左
遷
し
た
張
鶴
齢
を
逮
捕
し
て
北
京
の
詔
獄
に
移
し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
獄
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中
で
「
痩
死
」
し
た
。
以
後
も
「
言
う
者
且
に
麗
を
接
し
て
己
ま
ず
」
と
い
う
が
如
く
、
張
延
齢
を
訴
え
る
者
が
績
い
た
。
謹
告
罪
で
配
流
さ

(
幻
)

れ
た
地
黙
を
逃
亡
し
た
、
先
の
劉
東
山
ま
で
が
再
度
上
訴
す
る
始
末
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
上
訴
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
獄
中
の
張
延
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齢
は
そ
の
威
光
ゆ
え
に
軽
獄
に
置
か
れ
、
奴
僕
の
自
由
な
出
入
、
宴
舎
の
開
催
、
獄
中
の
退
絡
や
紳
土
と
も
交
流
す
る
等
、
獄
卒
か
ら
様
々
な

便
宜
を
受
け
て
い
た
。

叉

子
供
の
宗
読

・
宗
俊
は
京
師
に
あ
っ
て

依
然
と
し
て
相
嘗
規
模
の
財
産
を
所
有
し
放
縦
な
生
活
を
迭
っ
て
い

た
。
し
か
し
嘉
靖

一
七
年
正
月
、
世
宗
は
張
延
齢
に
禁
鋼
の
ま
ま
庭
刑
の
貫
施
を
待
機
さ
せ
る
と
共
に
、
宗
設
は
貫
職
の
な
い
南
京
錦
衣
衛
に

左
遷
し
、
宗
俊
等
の
家
族
も
南
京
に
移
住
さ
せ
た
。
張
氏
雨
兄
弟
の
所
有
す
る
田
宅
の
調
査
の
結
果
、
奏
討
に
よ
っ
て
取
得
し
た
も
の
は
す
べ

(
M
)
 

て
明
朝
に
返
還
さ
せ
、
爵
位
の
謹
明
た
る
鍛
券
は
追
奪
と
決
定
さ
れ
た
。
張

一
族
の
外
戚
と
し
て
の
地
位
は
、
風
前
の
と
も
し
び
と
な
っ
た
。

決
定
か
ら

一
三
年
に
し
て

太
皇
太
后
張
氏
が
崩
御
し
た
た
め
、
長
期
に
わ
た
っ
た
外
戚
張
氏
一
族
の
屋
蓋
骨
が
崩
れ
た
。
同
二
五
年
、
庭
刑

(
お
)

つ
い
に
張
延
齢
は
京
師
の
西
市
で
斬
死
さ
れ
、
こ
こ
に
外
戚
張
氏

一
族
は
滅
亡
し
た。

嘉
靖
二

O
年
(
一
五
四
一
)
、第

章

張
氏
兄
弟
の
財
源

第

一
節

荘

田

の

集

積
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正
統
年
代
に
す
で
に

一
般
化
し

つ
つ
あ
っ
た
。

(
M
A
)
 

北
直
隷
順
天
府
を
中
心
に
右
の
特
権
唐
に
よ
る
「
詑
寄
投
献
」
に
よ
る
荘
白
描
大
に
封
し
、
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
る
貼
か
ら
も

右
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
景
泰
年
代
に
入
る
と
こ
の
傾
向
は
一
一
層
額
著
と
な
り
、
荘
田
の
不
正
集
積
の
禁
止
及
び
も
と
の
所
有
者
へ
の
土

(
幻
)

地
返
還
を
主
張
す
る
官
僚
の
上
奏
が
頻
出
す
る
。
嘗
時
最
も
際
立
っ
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
皇
親
で
都
督
の
地
位
に
あ
っ
た
在
泉
に

(

お

)

よ
る
、
官

・
民
団
地
計
二
ハ
、
三
二

O
除
頃
の
占
有
で
あ
る
。

皇
帝
権
力
の
上
層
を
構
成
す
る
特
権
層
に
よ
る
大
規
模
な
土
地
集
積
傾
向
は

正
統
九
年

(
一
四
四
四
)
、

天
順
二
年
(
一
四
五
八
)
に
も
、

(
m
U
)
 

地
・
房
屋
の
強
占
と
彼
等
に
寄
生
す
る
家
人

・
投
託
者
に
封
し
、
罰
則
規
定
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
傾
向
は
や
ま
ず
、
成
化
・
弘
治
年
代

に
さ
ら
に
助
長
さ
れ
、
や
が
て
正
徳
年
代
に
は
皇
帝
の
名
を
冠
し
た
皇
荘
ま
で
出
現
し
た
。

弘
治
年
代
、
張
氏
兄
弟
に
よ
る
荘
回
抜
大
の
方
法
は
強
引
を
き
わ
め
た
た
め
、
他
の
有
力
外
戚
を
始
め
一
般
地
主
や
小
農
と
の
聞
に
、
土
地

「皇
親
公
侯
伯
文
武
大
臣
」
に
よ
る
官
民
団



O
一
二
)
の
調
査
に
よ
る
と
、

「
勢
力
の
最
大
な
る
を
以
っ
て
、
圧
田
を
得
」
た
張
延
齢
は
こ
の
面
で
突
出
し
、

(ω) 

二
ハ
、
七

O
五
頃
徐
に
も
達
す
る
土
地
を
集
積
し
て
い
た
。
但
し
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
膨
大
な
土
地
は

張
延
齢
と
そ
の
一
業
が
新
た
に
集
積
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
有
力
外
戚
に
よ
り
そ
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
外
戚
と
は
、

(

汎

)

永
築
時
代
に
入
宮
し
、
宣
宗
朝
に
貴
妃
か
ら
皇
后
に
築
進
し
た
孫
氏
と
そ
の
一
族
で
あ
る
。
孫
氏
は
正
統
・
景
泰
・
天
順
前
半
の
各
時
期
、
皇

后
・
皇
太
后
・
太
皇
太
后
位
に
あ
り
、
こ
の
開
土
木
の
饗
で
捕
え
ら
れ
た
英
宗
の
代
理
と
し
て
景
一
帝
に
監
園
を
命
じ
、
績
い
て
蹄
園
し
て
軟
禁

さ
れ
た
英
宗
に
劃
す
る
復
辞
計
霊
に
許
可
を
輿
え
る
な
ど
、
政
治
上
で
も
大
き
な
影
響
力
を
有
し
た
。
そ
の
孫
氏
の
父
孫
忠
は
、
孫
氏
が
貴
妃

(

沼

)

と
な
る
(
宣
徳
元
年
、
一
四
一
一
六
)
と
中
軍
都
督
府
余
事
に
、
皇
后
位
に
つ
く
(
同
一
一
一
年
)
と
曾
昌
伯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
孫
氏
の
兄
孫
縫
宗
は
、
父

孫
忠
死
後
都
指
揮
余
事
及
び
曾
昌
伯
を
襲
爵
(
景
泰
三
年
、
一
四
五
二
)
、
つ
い
で
奪
門
の
功
に
よ
り
禽
昌
侯
に
進
封
さ
れ
る
と
、
以
後
天
順
・
成

(

幻

〉

「
外
戚
典
兵
の
始
ま
り
」
の
事
例
と
い
わ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
孫
氏
一
族

弘
治
二
ハ
年
三
五

を
め
ぐ
る
係
争
事
件
を
頻
設
さ
せ
た
。

化
に
か
け
て
五
寧
皆
、

一
一
一
圏
替
を
掌
握
す
る
よ
う
に
な
り
、

は
宣
徳
・
正
統
・
景
泰
・
天
順
・
成
化
初
年
に
わ
た
り
、
孫
氏
及
び
孫
忠
・
孫
縫
宗
父
子
の
勢
力
を
背
景
と
し
て
、

一
大
勢
力
を
維
持
し
た
。
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孫
氏
父
子
を
軸
に
し
た
荘
田
横
大
の
概
要
は
、
後
年
の
弘
治
・
嘉
靖
年
代
の
、
外
戚
聞
に
お
け
る
土
地
紛
争
の
調
査
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

(
鈍
)

る
。
孫
忠
は
生
存
中
、
順
天
府
繭
州
の
豊
潤
・
玉
田
・
香
河
三
豚
内
に
土
地
「
寓
除
頃
」
を
得
た
。
但
し
こ
れ
ら
の
土
地
の
大
部
分
は
、
牧
場

草
場
地
や
明
初
華
北
で
奨
即
さ
れ
た
無
税
地
或
は
軽
則
の
納
税
地
と
し
て
の
開
墾
地
で
あ
っ
た
。
息
子
の
孫
纏
宗
は
、
こ
れ
を
も
と
に
荘
田
を

さ
ら
に
横
大
し
た
。
こ
れ
ら
の
荘
田
の
内
、
順
天
府
逼
州
賓
塩
・
永
清
二
鯨
の
計
二
、
四
八
一
頃
除
の
ほ
と
ん
ど
は
賜
田
で
あ
り
、
賓
塩
豚
の

把
門
城
・
李
子
治
の
一
、
二

O
O頃
は
、
天
順
二
年
御
馬
太
監
陳
玉
の
開
墾
地
、
同
鯨
老
鶏
口
妊
七
五

O
頃
は
孫
縫
宗
家
人
張
甫
海
等
が
「
自

種
」
し
た
土
地
で
あ
っ
た
。
孫
忠
・
孫
縫
宗
父
子
は
二
代
で
一
高
数
千
頃
に
の
ぼ
る
荘
田
を
有
し
た
が
、
先
述
の
如
く
多
く
は
牧
場
草
場
地
・

開
墾
地
・
賜
団
地
等
、
官
田
地
の
範
暗
に
含
め
ら
れ
る
。
成
化
一
五
年
(
一
四
七
九
)
、
孫
縫
宗
が
死
去
し
曾
孫
孫
銘
が
曾
昌
侯
を
襲
爵
し
た
頃

に
は
、
す
で
に
中
央
に
お
け
る
外
戚
と
し
て
の
後
盾
も
な
く
、
右
の
よ
う
な
大
量
の
荘
田
を
維
持
し
難
く
な
っ
て
い
た
。
以
後
、
新
外
戚
周
氏

499 

と
や
や
遅
れ
て
登
場
す
る
本
稿
の
張
氏
兄
弟
に
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
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英
宗
一
帝
の
貴
妃
で
憲
宗
の
生
母
で
あ
っ
た
周
氏
は
、
成
化
元
年
皇
太
后
崩
封
後
よ
り
弘
治
一
七
年
(
一
五
O
凹
)
に
死
去
す
る
ま
で
、
成
化

・

(
お
)

弘
治
雨
代
の
有
力
外
戚
と
し
て
勢
力
を
有
し
た
。
こ
の
問
、
父
周
能
は
錦
衣
衡
千
戸
を
授
け
ら
れ
(
天
順
元
年
〉
、

彼
の
息
子
周
蕎
は
慶
雲
伯
に

(
成
化
三
年
)
、
次
い
で
慶
雲
侯
に
(
同
一
七
年
)
封
ぜ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
局
需
の
弟
周
戒
も
成
化
一

二
年
(
一
四
八
五
)
、
長
寧
伯
に
封
じ
ら
れ
外

(
お
)

戚
史
上
、
兄
弟
封
霞
の
代
表
例
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
成
化
か
ら
弘
治
に
か
け
、
周
皇
太
后
を
背
景
に
周
氏
一
族
は
最
盛
期
を
迎
え
る
が
、
同

時
期
、
孝
宗
皇
后
張
氏
の
一
族
が
新
外
戚
と
し
て
登
場
す
る
に
及
び
、
弘
治
年
代
、
二
大
勢
力
と
し
て
の
新
醤
外
戚
一
族
が
、
主
に
財
源
獲
得

を
め
ぐ
り
し
の
ぎ
を
削
っ
た
た
め
様
々
な
混
凱
を
ま
き
お
こ
し
た
。

さ
て
先
の
外
戚
孫
氏
父
子
に
集
積
さ
れ
た
荘
田
が
、
弘
治
年
代
、
周
氏
・
張
氏
一
族
に
ど
の
よ
う
に
奪
取
さ
れ
た
か
、
さ
ら
に
張
延
齢
は
こ

(
幻
)

れ
を
基
礎
に
ど
の
よ
う
に
荘
田
を
蝋
大
し
た
か
に
つ
い
て
、
以
下
で
検
討
し
て
み
よ
う
。
か
つ
て
禽
昌
伯
孫
忠
の
得
た
永
清
豚
義
河
と
、
賀
塩

牌
把
門
城

・
老
鴻
口
雨
躍
の
田
土
二
、
四
八
一
頃
除
の
行
方
を
見
る
と
、
「
孫
氏
の
寵
が
衰
え
」
た
結
果
、
明
朝
に
返
還
さ
れ
た
把
門
城
荘
回

一
、
二

O
O頃
蝕
は
太
監
辰
保
に
賜
興
さ
れ
、
彼
の
死
後
慶
雲
侯
周
需
が
こ
れ
を
奏
乞
し
て
得
た
。
周
需
は
こ
れ
を
起
黙
に
、
新
外
戚
と
し
て

「
方
め
貴
幸
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
如
く
、

皇
帝
の
権
威
を
背
景
に

「
四
至
に
展
開
し、

盆
ま
す
孫
氏
の
国
土
を
占
め
」
て
い
っ
た
。
賜
地
で
あ

一 70ー

っ
た
質
増
豚
老
鴻
ロ
荘
田
七
五

O
頃
餓
は
、
倉
昌
侯
を
襲
爵
し
た
孫
銘
と
彼
の
叔
父
で
指
揮
職
の
孫
墳
、
孫
銘
の
姪
で
百
戸
の
孫
賢
の
三
者
で

均
分
相
繍
さ
れ
た
。
こ
の
内
孫
銘
と
孫
賢
の
土
地
は

弘
治
一
一
年
(
一
四
九
八
)
保
誼
人
(
「
中
人
」
)
を
た
て
四
五

O
雨
で
周
需
に
頁
却
さ
れ

た
。
但
し
周
蕎
は
こ
の
購
入
し
た
賜
田
と
、
こ
れ
に
附
随
し
た
民
田
を
役
所
に
届
け
出
て
黄
般
に
登
録
し
、
瞳
則
な
が
ら
税
糧
を
一
括
負
捨
す
る

(お
)

(
m
m
)

包
撹
と
も
い
う
べ
き
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

一
方
三
分
割
さ
れ
た
残
り
三
分
の

一
の
荘
田
所
有
者
孫
墳
は
、
彼
の
縫
室
周
氏
の
生
ん
だ
娘
が
有

力
外
戚
建
昌
侯
周
延
齢
に
嫁
い
で
い
た
の
で
、
延
齢
と
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
夫
の
孫
磯
死
後
、
継
室
周
氏
は
後
縫
者
が
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
永
清
牒
義
河
田

・
賓
抵
鯨
老
鶏
口
の
雨
露
の
荘
田
四

O
O
頃

に、

あ
た

(
還
)
し
て
(
張
)
延
齢
に
昇
え
」
た
い
と
願
い
出
る
と
、
孝
宗
は
「
(
事
情
を
)
知
ら
ず
こ
れ
を
允
し
」
た
。

幽
旦
潤
鯨
榔
科
港
諸
島
に
あ
る
荘
回
も
自
家
の
所
有
地
と
し
て

一寸

酷

周
議
の
土
地
と
、

張
延
齢
が

孫
氏
よ
り
得
た
土
地
が
境
界
を
接
し
て
い
た
の
で
、
張
延
齢
の
家
人
達
は
境
界
の
土
盛
り
を
破
壊
し
て
周
蕎
側
の
土
地
を
侵
占
し
た
。
し
か
も



〈
州
制
)

弘
治
年
代
後
半
に
は
「
時
に
(
周
)
霧
の
寵
漸
に
衰
え
、
延
齢
方
に
貴
幸
あ
り
。

需
の
心
卒
か
な
ら
ず
」
の
よ
う
に
、
張
氏
が
周
氏
を
凌
駕
す

る
時
期
に
あ
り
、
南
家
に
よ
る
孫
氏
荘
田
の
争
奪
を
め
ぐ
る
封
立
は
燐
烈
さ
を
き
わ
め
た
。
そ
の
結
果
、

雨
家
の
奴
僕
は
遂
に
相
に
措
撃
し
、
幸
司
・
延
齢
は
各
々
其
の
事
を
奏
す
。

(

日

制

)

の
如
く
、
雨
外
戚
の
家
人
達
は
白
霊
武
闘
を
演
じ
、
雨
外
戚
も
自
ら
皇
一帝
一
に
上
奏
し
あ
う
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。
工
科
給
事
中
張
文
は
こ
の

そ
の
中
に
包
占
さ
れ
て
い
る
民
田
を
調
査
す
る
必
要
性
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
孝
宗
が
戸
部
左
侍
郎
王
倣
等

雨
家
の
土
地
紛
争
に
燭
れ
、

に
命
じ
た
調
査
の
結
果
で
は
、
周
毒
の
土
地
は
原
賜
地
以
上
の
購
買
等
に
よ
る
「
附
除」

地
が
多
い
こ
と
、
辞
退
し
て
新
た
に
張
延
齢
に
賜
輿
さ

れ
た
土
地
に
は
牧
場
草
場
地
や
軍
民
地
が
多
い
こ
と
、
孫
銘
・
孫
賢
に
よ
る
周
蕎
へ
の
土
地
買
買
は
欽
賜
地
の
「
盗
貰
」
に
あ
た
る
等
の
内
容

が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
劉
し
孝
宗
は
商
家
と
も
皇
親
で
あ
る
と
の
理
由
で
そ
の
罪
を
許
し
た
た
め
王
倣
等
の
調
査
と
こ
れ
に
基
く
提
言
は

ほ
と
ん
ど
生
か
さ
れ
ず
、
現
欣
が
追
認
さ
れ
た
。
こ
の
新
奮
三
外
戚
が
か
ら
ん
だ
土
地
紛
争
は
、
弘
治
一
七
年
孝
宗
に
よ
り
、
周
需
は
把
門
城

田
一
、
二

O
O頃
飴
と
購
入
済
の
八

O
O頃
蝕
を
加
え
た
二
、

0
0
0頃
齢
、
張
延
齢
は
二
ハ
、
七

O
五
頃
齢
、
孫
銘
は
原
賜
地
二
二

O
頃
除

(

必

)

と
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
決
定
直
後
、
劣
勢
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
周
毒
は
張
延
齢
の
「
勢
要
」
を
恐
れ
、
右
の
二
千
頃
除
を
辞
退
し
た
た

-71ー

め
こ
の
土
地
は
早
速
、
張
延
齢
に
欽
賜
さ
れ
た
。
周
需
は
右
の
土
地
の
代
替
と
し
て
、
順
天
府
豊
潤
豚
の
来
安
務
に
新
た
な
荘
田
を
要
求
し
た

(
引
品
〉

が
な
か
な
か
貫
現
せ
ず
、
正
徳
三
年
三
五
O
八
)
に
や
っ
と
八
七

O
頃
の
管
業
地
を
入
手
し
た
。

正
徳
年
代
に
は
宮
官
を
彊
使
し
て
皇
荘
が
横
大
さ
れ
る
風
潮
下
で
、
現
役
皇
太
后
の
張
氏
一
族
は
安
泰
で
あ
っ
た
が
、
皇
太
后
周
氏
が
死
去

し
た
周
氏
一
族
の
立
場
は
弱
く
、
多
く
の
荘
回
が
皇
荘
と
さ
れ
た
。
例
え
ば
か
つ

て
弘
治
年
代
、
周
需
に
賓
垣
間
開
老
鴻
口
の
地
を
賀
却
し
た

「
鯨
民
」
馬
銭
が
、
今
次
は
こ
れ
ら
の
土
地
を
太
監
張
、
氷
に
投
献
し
た
た
め
、
正
徳
末
に
は
こ
れ
に
連
な
る
周
需
の
土
地
は
す
べ
て
皇
荘
と
さ

れ
、
さ
ら
に
代
替
地
と
し
て
や
っ
と
獲
得
し
た
来
安
務
荘
田
八

O
O頃
徐
ま
で
皇
荘
と
さ
れ
た
。
武
宗
逝
去
直
後
の
正
徳
二
ハ
年
四
月
一
一
一
一
日

に
出
さ
れ
た
詔
書
内
の
事
例
中
で
、
皇
荘
の
革
去
が
命
じ
ら
れ
、
皇
荘
化
さ
れ
て
い
た
周
需
の
荘
回
の
多
く
は
官
田
と
さ
れ
た
他
に
、
再
び
訴

訟
の
封
象
と
な
っ
た
弘
治
年
代
の
賛
垣
鯨
荘
田
を
め
ぐ
る
係
争
の
結
果
、
把
門
披
・
李
子
桔
て
二

O
O噴
儀
は
張
延
齢
に
、
周
害時
が
置
買
し
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た
七
七
七
頃
は
周
需
の
子
周
瑛
に
管
業
擢
が
興
え
ら
れ
た
。
張
延
齢
は
以
上
の
如
く
、

孫
氏
荘
田
を
周
氏
兄
弟
と
争
い
つ
つ
こ
れ
を
基
盤
と

し、

欽
賜

・
投
献

・
奏
討

・
置
賀
等
の
方
法
で
民
田
や
官
回
を
集
積
し
て
い

っ
た
。

次
に
彼
の
兄、

霧
寧
公
張
鶴
齢
の
荘
田
に

つ
い
て
み
よ
う
。
彼
の
荘
田
の
原
型
は
、

父
張
轡
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
。
張
轡
は
娘
張
氏
が
皇

后
に
加
封
さ
れ
た
直
後
の
成
化
二

三
年

(
一
四
八
七
)
、

所
を
賜
興
さ
れ
た

張
簡
十主

れ

満
足
せ
ず

成
化
二 成
三ー化
年45年
と)中
弘に
治高
元(貴
年46妃
の)の

二兄
回弟

わ寓
た 喜
り等
順の
天 僻
退
保し
定た
等欽
十 賜
箇荘
所田
のの
荘内
田
を河
請問
う府
たの
が三
い 箇

ず
れ
も
拒
否
さ
れ
た
。
張
鶴
齢
も
蕎
寧
侯
制
捜
封
に
あ
た
り
、
父
の
荘
田
を
そ
の
ま
ま
縫
承
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
張
鶴
齢
も
張
延
齢
ほ
ど
の

規
模
で
な
い
に
し
て
も
、

か
な
り
の
荘
田
所
有
を
預
測
で
き
る
が
そ
の
全
容
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
河
開
府
粛
寧
等
の
鯨
の
欽
賜
田
を
め

ぐ
る
事
例
か
ら
も
、
彼
の
荘
田
所
有
と
経
営
欣
況
は
多
く
の
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
た
。

弘
治
一
二
年
(
一
四
九
九
)
以
前
に
お
き
た
彼
の

荘
田
の
管
荘
人
に
よ
る
佃
戸
打
死
事
件
の
調
査
か
ら
、
原
賜
地
四
一
八
頃
除
が

一
、

(

幻

)

田
徴
租
率
毎
畝
三
分
の
規
定
を
不
可
耕
地
に
近
い
土
地
に
適
用
し
、
可
耕
地
に
は
五
分
と
い
う
高
率
の
徴
租
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

(
必
)

た
。
し
か
し
孝
宗
は

こ
の
事
買
を
追
認
す
る
詔
を
出
し
た
た
め、

戸
部
向
書
周
程
、
巡
撫
都
御
史
高
詮
等
は
詔
の
撤
回
を
要
求
し
改
善
案
を
提

二

二

頃

除
に
扱
大
さ
れ
て

い
た
上
に
、
明
朝
規
定
の
官

- 72ー

起
し
た
。
孝
宗
は
こ
れ
を
全
面
的
に
拒
否
し
た
の
み
な
ら
ず
、

官
僚
の
強
い
反
封
を
押
し
切
っ
て
弘
治
一
二
年
か
ら

一
三
年
四
月
に
か
け
、
可

(

品

目

)

耕
地
の
買
態
把
握
を
名
目
と
す
る
調
査
を
再
三
強
行
し
た
た
め
、
現
地
で
の
混
凱
を

一
層
深
め
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
、
欽
賜
地
以
外
に
披

大
さ
れ
た
荘
田
中
に
、

張
鶴
齢
に
原
貰
せ
る
地
四

一
八
頃
の
外
、

か

出
せ
り
。
こ
の
外
は
、
皆
献
腕
の
民
丘
聴
等
の
歳
々
賦
役
の
敏
を
掛
じ
及
び
皇
親
栢
擢
と
民
丘
亨
の
自
ら
易
う
者
に
し
て
、
相
い
承
く
る

一
九
三
頃
を
丈
量
し

臣
(
戸
部
左
侍
郎
許
準
)
は
巡
撫
都
御
史
一
局
詮
と
合
同
し
て
勘
量
す
る
に
、

こ
と
己
に
久
し
。

(
印
)

の
如
く
、
河
開
府
献
鯨
民
の
丘
聴
等
の
民
団
や
、
皇
親
指
権

・
民
丘
亨
等
の
置
買
し
て
長
期
に
わ
た
り
所
有
さ
れ
て
き
た
土
地
が
含
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
場
合
も
孝
宗
は
皇
后
張
氏
の
外
戚
張
鶴
齢
の
要
求
通
り
土
地
全
額
を
興
え
る
こ
と
に
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
丘
聴
等
の
納
入
す
べ
き



賦
役
は
兎
除
し
、
相
擢
や
丘
亨
等
の
奪
わ
れ
た
土
地
の
原
債
を
明
朝
が
補
償
す
る
よ
う
命
じ
た
。

張
氏
雨
兄
弟
も
他
の
皇
親
と
同
様
、
北
直
隷
の
順
天
・
保
定
・
河
開
等
の
府
州
厭
に
荘
回
を
有
し
、
郷
接
す
る
民
田
等
を
侵
蝕
し
て
い
っ
た

が
、
特
に
彼
等
の
旺
回
抜
大
方
法
で
注
目
す
べ
き
は
次
の
黙
で
あ
る
。
弘
治
一
五
年
(
一
五
O
二)、

南
京
監
察
御
史
余
敬
等
の
上
訴
中
で
言
及

し
て
い
る
南
京
工
科
給
事
中
徐
祈
等
の
時
論
中
に
、

(
荘
回
集
積
の
〉
既
に
北
に
極
ま
れ
ば
、
叉
南
に
轄
ず
。
建
昌
伯
(
張
延
齢
)
の
泰
州
光
孝
寺
田
を
奏
請
す
る
が
如
し
。

と
と
の

と
あ
り
、
張
延
齢
は
南
直
隷
揚
州
府
泰
州
の
光
孝
寺
田
を
奏
請
し
た
。
余
敬
自
身
も
上
訴
中
の
第
二
項
目
「
外
戚
を
全
え
ん
」
で
、
皇
親
に
投

じ
た
家
人
に
よ
り
投
献

・
侵
占
さ
れ
た
泰
州
光
孝
等
の
「
民
糧
田
土
」
を
、
至
急
民
に
返
還
さ
せ
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
皇
親
は
蕎

(

日

)

(

臼

)

寧
侯
張
鶴
齢
を
指
し
て
い
る
。
別
史
料
に
も
張
氏
兄
弟
が
揚
州
府
高
郵
州
の
民
自
の
投
献
を
受
け
た
記
事
も
あ
り
、
揚
州
府
に
荘
田
取
得
を
行

っ
て
い
た
事
が
判
明
す
る
。
但
し
後
述
す
る
よ
う
に

こ
れ
ら
の
荘
回
は
高
率
の
地
租
徴
牧
の
み
を
目
的
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

嘉
靖
年
代
に
入
り
第

一一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
張
氏

一
族
の
特
権
的
地
位
は
張
氏
の
宮
廷
内
で
の
勢
力
後
退
と
共
に
、

く
。
弘
治
年
代
、
雨
兄
弟
で
二
高
頃
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
荘
田
の
大
部
分
は
、
か
つ
て
の
有
力
外
戚
と
同
様
、
新
興
の
特
権
層
に
奪
わ
れ
た

急
速
に
衰
え
て
い

- 73ー

り
明
朝
に
よ
っ
て
官
固
化
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
嘉
靖
一
七
年
、
混
落
が
決
定
的
で
あ
っ
た
時
期
と
は
い
え
、
明
朝
の
調
査
で
は
雨
兄

弟
等
の
荘
回
が
五
千
頃
以
上
も
残
っ
て
い
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。
別
表
に
よ
る
と
、
残
存
し
て
い
た
荘
田
三
四
箇
所
の
内
、
欽
賜
田
が
二
四

(
臼
)

虚
も
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
弘
治
年
代
の
張
氏
と
雨
兄
弟
の
威
勢
が
し
の
ば
れ
る
。

以
上
、
成
化
・
弘
治
・
正
徳
・
嘉
靖
四
代
に
わ
た
る
宮
廷
内
に
お
け
る
張
氏
の
権
勢
を
背
景
に
し
た
、
張
氏
兄
弟
の
土
地
集
積
の
性
格
を
み

て
き
た
。
明
中
期
の
特
権
層
に
よ
る
投
献
・
奏
討
・
置
買
等
の
方
法
に
よ
る
土
地
獲
得
朕
況
を
反
映
す
る
と
同
時
に
、
他
の
皇
親
と
の
蛾
烈
な

競
争
に
勝
利
す
る
こ
と
に
よ
り
大
量
の
荘
田
を
集
積
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
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嘉i1Jlj17年における張氏兄弟の妊田

妊田形成方法|荘田所在数 |問 面積 | 明朝による彪置

原佃人戸にもと通り承種させ，子粒銀を戸

節 年欽賞 24庭 3，880自主頃 部に納付させる。毎年一回，給料を輿え家

族の食費とする。

奏 討 9庭 1，400徐頃 数を調査し迫浸入官する。

自 貿 1庭 47頃 草壁買

計 34庭 |山 7糊 1__- 一-一一ー一一一

表

第

筒

一
商
品
流
通
へ
の
介
入

明
初
朱
元
惑
は

「
公
侯
内
外
文
武
四
品
以
上
の
官
」
に
射
し
、
本
人
は
も
と
よ
り
子
弟

・
家
人

・

奴
僕
に
さ
え
も
、
坐
買

・
行
一商

・
高
利
貸
等
の
行
魚
、
及
び
開
中
盟
等
の
専
賀
品
目
の
取
引
に
閲

(

U

A

)

 

興
す
る
こ
と
を
厳
禁
し
た
。
し
か
し
永
築
時
代
の
北
京
遷
都
後
、
明
朝
支
配
の
安
定
と
祉
曾
経
済

の
設
展
に
仲
い
、
王
族

・
内
臣

・
動
臣

・
外
戚
を
始
め
と
し
た
特
権
層
は
、

雨
京
を
結
ぶ
運
河

・

交
通
の
要
衝
で
あ
り
一商
品
の
幅
湊
地
で
も
あ
る
、
揚
州
・
准
安
・

徐
州
・
臨
清
及
び
運
河
北
端
で

北
京
へ
の
玄
開
口

に
嘗
る
張
家
間

・
河
西
務
等
に
、
庖
鋪

・
場
房
を
開
設
し
市
利
を
聾
断
し
た
。

弘
治
年
代
、

張
氏
兄
弟
も
こ
う
し
た
潮
流
に
の
り
、
明
朝
の
徴
税
機
構
に
く
い
こ
み
流
通
過
程
を

混
飢
さ
せ
た
。
特
権
居
中
で
張
氏
兄
弟
が
際
立
っ
た
利
盆
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
荘
回
の
場

- 74ー

合
と
同
様
、
有
力
外
戚
周
氏
兄
弟
と
流
通
過
程
を
め
ぐ
る
衝
突
で
勝
利
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
荘

『明貫録』嘉靖17年 4月了卯

田
を
め
ぐ
る
争
い
で
は
周
氏
側
は
周
議
、
張
氏
側
は
張
延
齢
が
突
出
し
た
が、

市
利
の
争
奪
に
於

て
は
周
氏
側
が
長
寧
伯
周
或
(
周
議
の
弟
)

張
氏
側
は
ず雷雲
宇
侯
張
鶴
齢
が
際
立
っ
た
。
こ
の
争
奪

の
頂
貼
は
弘
治
九
年
(
一
四
九
六
〉
の
、
雨
家
に
よ
る
武
闘
で
あ
っ

た
。

ち
か遡
ご
ろ
長
寧
伯
周
妥
と
霧
寧
侯
張
鶴
齢
の
南
家

は
、
現
事
を
以
っ
て
念
争
し
栗
衆
競
闘
せ

と
ど

り
。
都
邑
に
喧
俸
し
上
は
震
居
に
徹
け
り
。
蓋
し
卒
日
、
市
利
を
争
奪
す
る
に
因
り
て
己
に

一
た
び
燭
す
る
所
あ
り
て
、

遂
に
臨
敵
と
成
る
。

念
心
を
蓄
す
。

(
日
山
〉

と
あ
る
よ
う
に
、
日
常
雨
家
が
北
京
を
中
心
に
市
利
の
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
反
目
し
て
お
り
、

ペコ
し、

(出典)

に
些
細
な
き
っ
か
け
で
雨
家
家
人
に
よ
る
武
闘
に
護
展
し
た
。
こ
の
騒
動
は
紫
禁
域
内
の
孝
宗
の



耳
に
達
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
外
戚
張
家
は
父
張
簡
が
成
化
末
に
封
爵
さ
れ
て
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
が
、
か
な
り
強
引
な
流
通
闘
係
へ

の
準
出
を
試
み
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
た
め
首
時
こ
の
方
面
に
勢
力
を
有
し
た
最
有
力
外
戚
周
氏
側
と
封
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
、
張
鶴
齢
等
が
流
通
過
程
か
ら
奪
取
し
た
市
利
の
内
容
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
皇
帝
一
の
名
で
贈
輿
・
分
割

さ
れ
た
官
庖
で
あ
る
。
朱
元
建
は
呉
王
時
代
か
ら
、
商
税
・
倉
庫
税
の
徴
牧
と
敵
情
の
探
索
を
目
的
と
し
て
支
配
下
の
直
隷
・
断
江
の
府
州
牒

(
部
)

一
部
府
州
鯨
官
庖
を
逼
課
司
に
改
め
園
家
の
徴
税
機
構
に
編
成
し
た
。
そ

に
官
庖
を
設
け
た
。
全
園
統
一
後
は
一
部
在
京
官
庖
を
宣
課
司
に

の
後
一
商
税
徴
牧
機
関
で
あ
る
税
課
司
瞳
系
が
成
立
し
た
が
、
遷
都
後
の
北
京
に
も
ひ
き
つ
が
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
皇
帝
以
下
の
宮
廷
及
び
多
数

の
特
権
層
の
生
活
に
必
要
な
物
品
・
専
貰
品
目
の
滞
貨
・
供
給
・
販
買
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
。
地
方
の
一
商
税
や
課
程
の
徴
税
機
構
で
あ
る
税

課
司
・
河
泊
所
等
が
、
次
第
に
各
地
の
王
府
に
侵
蝕
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
官
庖
の
管
業
擢
も
特
権
層
に
侵
蝕
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
兵

科
都
給
事
中
葉
盛
等
が
訴
え
て
い
る
よ
う
に
、

(

閉

山

)

な
る
」
朕
況
に
あ
っ
た
。

景
泰
二
年
(
一
四
五
二

頃
の
北
京
は
「
京
城
の
官
庖
・
場
房
は
、

多
く
貴
近
動
戚
の
所
有
と

- 75ー

(

回

)

張
氏
親
子
に
割
譲
さ
れ
た
都
城
の
官
庖
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
成
化
二
三
年
父
張
留
に
和
遠
官
庖
が
、
績
い
て
弘
治
六
年
に
は
張
鶴
齢
に
賓

(

ω

)

(

印
)

源
居
後
房
七
六
聞
が
、
さ
ら
に
弘
治
九
年
に
は
張
氏
兄
弟
の
母
親
金
氏
に
賓
源
庖
房
六
七
聞
の
管
業
権
が
欽
賜
さ
れ
た
。
こ
の
南
官
庖
の
内
、

ま
ず
和
遠
官
庖
に
つ
い
て
燭
れ
て
み
よ
う
。
明
末
の
著
作
に
よ
る
と
、
天
啓
以
前
、
北
京
中
城
の
戎
政
府
(
兵
部
)
街
に
、
賓
和
・
順
寧
・
一
帽

徳
・
一
隅
吉
・
賓
延
五
庖
と
共
に
和
遠
官
庖
も
置
か
れ
、
各
地
の
客
一
両
が
も
た
ら
す
雑
貨
を
保
管
し
た
。
同
庖
は
提
督
太
監
の
直
接
監
督
下
に
あ

り
、
多
数
の
一
商
品
を
取
り
扱
い
一
年
聞
の
税
銀
は
数
高
雨
に
の
ぼ
っ
た
。
指
定
一商
品
(
正
貴
)
を
宮
廷
に
納
入
す
る
以
外
は
、

(

h

m
〉

用
に
供
さ
れ
た
。
右
の
諸
官
庖
の
歴
史
は
古
く
、
景
泰
二
年
に
は
官
庖
と
し
て
適
正
な
牧
税
を
貫
施
す
る
必
要
上
か
ら
、
二

0
0項
目
に
わ
た

(

臼

)

る
牧
税
則
例
が
つ
く
ら
れ
た
。
官
庖
が
取
り
扱
う
一
商
品
に
劃
す
る
徴
税
は
、
営
業
税
と
し
て
の
一
商
税
、
仲
買
税
と
し
て
の
牙
税
、
保
管
料
と
し

て
の
場
房
税
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
三
項
目
の
内
、
管
業
権
を
得
た
特
権
層
は
、
ど
の
部
分
を
自
己
の
利
盆
と
な
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
洪
武

二
四
年
の
南
京
三
山
門
外
場
房
例
や
、
永
楽
七
年
北
京
官
庖
場
房
例
に
よ
る
と
、
一
商
税
は
官
か
宣
課
司
へ
、
菟
牙
銭
・
場
房
銭
は
官
庖
を
管
理

提
督
内
臣
の
公
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す
る
「
坊
廟
長
」
(
里
長
)
や
「
看
守
人
」
が
牧
用
し
た
。
な
お
新
宮
皐
氏
の
前
掲
論
文
(
六
四
頁
)
で
、
こ
の
牧
用
分
は
「
賄
長
の
任
務
の
一

つ
で
あ
る
物
品
調
達
の
財
源
に
充
賞
さ
れ
た
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
後
日
特
権
層
が
官
庖
の
管
業
権
を
得
た
場
合
も
、
合
法
的
に
入
手

可
能
な
封
象
は
兎
牙
鏡

・
場
房
銭
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
張
密
及
び
張
鶴
齢
が
縫
い
だ
和
遠
官
庖
の
管
業
擢
か
ら
、
彼
等
の
得
た
利
盆
の

内
容
も
右
の
二
項
が
中
心
で
あ
っ
た
。
和
遠
官
庖
の
管
業
穫
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
所
有
者
を
饗
え
た
。
管
見
の
範
圏
内
で
は
、
ま
ず
正
統
年
代

(
臼
)

御
馬
太
監
劉
順
に
欽
賜
さ
れ
た
。
景
泰
年
代
に
は
先
述
の
通
り
明
朝
の
管
理
に
戻
り
、
他
の
五
庖
と
共
通
の
二
0
0項
目
に
及
ぶ
牧
税
則
例
を

定
め
、
前
代
の
過
酷
な
徴
税
を
修
正
し
よ
う
と
し
た
。
成
化
年
代
に
は
太
監
梁
芳
に
京
城
庖
と
共
に
賜
輿
さ
れ
、
彼
の
勢
力
が
衰
え
南
京
閑
住

(

臼

)

を
命
じ
ら
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
官
庖
は
明
朝
に
返
還
さ
れ
た
。
こ
の
後
を
受
け
て
同
庖
を
欽
賜
さ
れ
た
の
が
、
先
の
張
密

・
張
鶴
齢
で
あ
っ

〈

臼

)

(

叫

山

)

た
。
つ
い
で
に
以
後
の
同
庖
の
管
業
権
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
世
宗
朝
に
は
裕
王
ハ
後
の
穆
宗
)
、
神
宗
朝
で
は
慈
寧
宮
聖
母
李
老
娘
娘
、
天
啓

(
m
w
〉

(

印

)

朝
で
は
説
忠
賢
の
腹
臣
官
官
王
朝
用
、
毅
宗
朝
で
は
提
督
太
監
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
所
有
者
を
襲
え
て
い
る
。

(
的
〉

張
氏
一
族
の
得
た
も
う

一
つ
の
官
庖
賓
源
庖
に
つ
い
て
み
よ
う
。
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同
庖
の
性
格
は
不
明
な
貼
が
多
い
が
、

前
、
同
庖
に
は
順
天
府
批
験
茶
引
所
か
ら
諸
役
(
「
官
携
」
)
が
振
遣
さ
れ
て
課
程
を
徴
税
し
、
こ
の
税
は
そ
の
後
戸
部
に
納
入
後
、
内
府
に
迭

ら
れ
た
。
順
天
府
の
批
験
茶
引
所
は
、
一
商
税
金
般
の
徴
牧
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
本
来
批
験
茶
引
所
と
は
「
茶
引
と
茶
貨
を
劉
比
検

(
均
〉

査
し
て
そ
の
可
否
を
決
定
」
す
る
役
所
で
あ
る
か
ら
、
同
庖
は
も
と
も
と
茶
を
始
め
と
し
た
専
買
品
を
扱
っ
た
官
庖
と
も
考
え
ら
れ
、
雑
貨
を

(
九
)

扱
っ
た
和
遠
官
庖
と
は
扱
う
一
商
品
、
が
異
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
賓
源
庖
管
業
権
も
張
氏
親
子
の
後
、
武
宗
朝
で
は
皇
居
と
さ
れ
、

(

η

)

 

世
宗
朝
で
は
官
庖
に
戻
っ
た
後
に
裕
王
に
賜
興
さ
れ
た
。

張
氏
親
子
の
手
に
入
る
弘
治
以

官
庖
の
管
業
擢
を
得
た
特
権
層
は
税
課
の

一
部
を
明
朝
に
納
入
し
、
他
の
部
分
は
自
己
の
利
盆
と
し
た
。
各
代
の
皇
帝
が
有
力
な
特
権
居
に

欽
賜
し
た
た
め
、
管
業
権
所
有
者
は
め
ま
ぐ
る
し
く
襲
っ
た
が
、
そ
の
下
で
の
徴
税
責
任
睦
制
は
、
明
中
期
以
降
、
坊
席
制
(
里
戸
制
)
か
ら

(

乃

)

富
戸
や
場
房
の
股
貫
大
戸
が
任
命
さ
れ
る
鐙
制
に
切
り
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

張
鶴
齢
等
の
市
刺
を
奪
取
す
る
第
二
の
方
法
は
、
右
の
官
庖
と
も
連
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
私
庖
の
設
置
で
あ
る
。
特
擢
屠
に
よ
る
私



庖
の
弊
害
は
、
成
化
年
代
か
な
り
深
刻
に
な
っ
て
い
た
。
先
述
し
た
弘
治
九
年
の
雨
外
戚
に
よ
る
衝
突
を
調
査
し
た
吏
部
向
書
屠
鴻
は
、
彼
等

(
丸
)

の
市
利
を
争
っ
た
内
容
が
前
代
の
有
力
外
戚
高
姓
が
成
租
を
裏
切
っ
た
内
容
と
同
一
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
如
く
い
う
。

縦
し
い
ま
ま
に
家
人
を
し
て
庖
摩
を
開
設
し
、
一
商
人
の
貨
物
を
逝
裁
せ
し
む
。
都
域
内
外
の
坊
市
よ
り
張
家
濁
・
河
西
務
等
慮
に
及
び
、

一
切
の
民
利
は
悉
く
之
を
侵
奪
す
。

入
都
鰹
路
で
一
商
業
・
交
通
の
要
所
に
あ
た
り
徴
税
機
関
が
置
か
れ
た
張
家
湾

・
河
西
務
等
、
宣
課
司

・
都
税
司
・
紗
開
等
が
集
中
す
る
京
城
九

門
、
及
び
北
京
城
内
外
の
一
商
庖
密
集
地
に
は
、
動
戚
等
特
権
層
が
多
数
の
家
人
(
「
市
井
無
頼
」
出
身
)
を
使
用
し
て
私
庖
(
「
鋪
庖
」

・
「
広
嬉
」
)
を

経
営
さ
せ
、
客
商
一
の
貨
物
を
強
制
的
に
滞
貨
さ
せ
私
税
を
徴
牧
し
た
た
め
、
市
場
と
商
品
流
通
を
混
凱
さ
せ
た
。
特
擢
層
の
私
庖
に
よ
る
牧
奪

(

万

)

は
、
景
泰

・
天
順
年
代
に
顧
著
と
な
っ
た
た
め
禁
令
が
出
さ
れ
、
成
化
一
一

一
年
に
は
動
戚
勢
要
に
よ
る
商
品
流
通
上
の
「
小
民
を
侵
害
す
る
」

さ
ら
に
強
く
禁
止
を
命
じ
た
詔
が
出
さ
れ
た
。
次
の
『
明
貫
録
』
に
記
載
さ
れ
た
詔
敷
中
に
、
詳
細
な
市
利
の
牧
奪
の
内
容
が

朕
況
に
射
し
、

あ
り
弘
治
九
年
に
お
け
る
南
外
戚
の
衝
突
の
背
景
も
理
解
で
き
よ
う
。

成
化
二
一
年
春
正
月
庚
寅
。
星
嬰
を
以
っ
て
天
下
を
赦
し
、
詔
し
て
臼
く
。
:
:
:
一
、
動
戚
勢
要
の
家
、
開
府
・
渡
口
・
橋
梁
・
水
肢
を

覇
占
し
、
及
び
鋪
庖
を
開
設
し
、
朴
政
貫
を
販
責
し
、
柴
草
を
抽
要
し
、
擁
渡
・
牙
保
・
水
利
等
の
銭
を
勤
摘
し
、
小
民
を
侵
害
す
る
を
許
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さ
ず
。

右
の
よ
う
に
交
通
運
聡
に
依
く
べ
か
ら
ざ
る
、
運
河
・
河
川
・
湖
沼
等
の
渡
し
場
や
橋
梁
・
つ
つ
み
を
占
援
し
、
こ
こ
に
鋪
庖
を
設
置
し
た
。

こ
の
鋪
庖
で
の
市
利
の
牧
奪
は
、
様
々
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
。
ま
ず
紗
貫
の
版
買
に
つ

い
て
述
べ
よ
う
。
宣
徳
四
年
三
四
二
九
)
よ
り
中
央

政
府
が
戸
部
の
管
轄
下
に
、
紗
の
流
通
促
進
と
中
央
経
費
の
増
徴
を
ね
ら
い
、
航
行
す
る
船
舶
か
ら
紗
で
船
料
を
徴
牧
す
る
た
め
の
紗
闘
を
運

河
の
要
衝
に
設
け
た
が
、
右
の
私
庖
に
お
け
る
紗
貫
の
販
買
と
は
紗
闘
に
封
躍
す
る
た
め
の
雨
替
的
一一商
買
と
い
え
る
。
嘗
然
雨
替
の
際
、
紗
貫

(
苅
)

と
銅
銭
等
と
の
不
等
債
交
換
が
な
さ
れ
た
。
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「柴
草
の
抽
要
」
と
は
、
中
央
政
府
が
工
部
管
轄
下
で
交
通
の
要
衝
に
工
開
場
と
抽
分
局
を
設

(
け
)

け
、
一
商
人
の
輿
販
す
る
竹
木
や
柴
薪
等
を
主
に
現
物
で
徴
牧
し
た
が
、
こ
れ
を
ま
ね
た
私
税
で
あ
ろ
う
。

「
擬
渡
」
と
は
占
有
す
る
渡
し
場
や
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「
水
利
銭
」
も
占
有
す
る
河
川
・
湖
沼

・
池
塘
等
の
利
用
税
で
あ
ろ
う
。

私
税
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
王
蹴
鐙
氏
は
、
前
掲
の
著
書
で
高
利
貸
活
動
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
牙
保
銭
」
は
仲
買
に
関
す
る

渡
し
船
、
橋
梁
の
利
用
税
で
あ
り

以
上
勤
戚
等
が
特
権
で
得
た
官
庖
と
連
動
し
て
、
明
朝
の
徴
税
組
織
に
似
せ
て
通
過
税
を
牧
奪
し
、
紗
法
雨
替
に
よ
る
利
鞘
を
か
せ
い
だ
。

嘗
然
住
税
に
割
腹
す
る
内
容
も
含
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。
張
氏
兄
弟
は
こ
う
し
た
潮
流
を
一
層
設
展
さ
せ
、
北
京
域
内
外
や
運
河
沿
い
の
擦
貼
に

私
庖
を
設
け
た
と
思
わ
れ
る
。
嘗
時
の
特
権
層
は
荘
園
を
各
地
に
搬
大
す
る
と
、
こ
れ
を
基
盤
に
猫
自
の
通
過
税
を
徴
牧
し
た
り
、
附
近
の
明

(
お
)

朝
の
庖
鋪
(
官
庖
)
や
河
泊
所
等
の
税
課
を
奪
っ
た
が
、

首
然
私
庖
も
設
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

特
に
張
氏
兄
弟
が
南
直
隷
に
荘
田
を
抜
大
し

ょ
う
と
し
た
裏
に
は

数
率
的
に
流
通
過
程
か
ら
私
税
を
徴
牧
し
た
り
或
は
一
商
品
販
買
を
行
う
た
め

の
、
披
貼
つ
く
り
の
一
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
。
右
の
よ
う
に
市
場
に
寄
生
し
て
膨
大
な
利
潤
を
あ
げ
る
陸
系
は
、
特
権
層
の
浪
落
期
に
は
ど
の

一
商
品
流
通
や
後
述
す
る
准
盟
を
押
え

よ
う
な
運
命
に
遭
遇
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
多
く
の
場
合
は
園
替
の
官
庖
に
戻
さ
れ
る
か
、
他
の
特
権
層
に
再
分
配
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
張
氏
兄
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弟
は
、
首
時
の
最
有
力
功
臣
で
園
管
を
掌
握
し
て
い
た
矧
園
公
(
も
と
武
定
侯
)
郭
財
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
給
事
中
高
時
は
郭
動
の
「
好
利
」

と
共
に
、
彼
と
張
延
齢
と
の
交
流
を
指
弾
し
た
た
め
、
激
怒
し
た
世
宗
は
財
を
錦
衣
街
の
獄
に
下
し
た
。
郭
助
は
各
地
に
多
数
の
庖
房
を
置
き
、

家
人
(
「
無
籍
者
」)
に
「
地
銭
」
と
私
税
を
徴
牧
さ
せ
た
が

彼
の
庖
舎
は
「
幾
千
絵
匡
」
と
い
わ
れ

「
南
京
・
准
・
揚

・
臨
清

・
徐

・
徳

の
財
賦
の
地
」
に
わ
た
り
、

一商
品
流
通
を
混
飢
さ
せ
明
朝
に
納
入
さ
れ
る
べ
き
一商
税
を
減
少
さ
せ
た
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
右
の
彼
の
財
源
中

に
、
重
犯
張
延
齢
の
「
荘
庖
家
事
を
代
っ
て
管
理
し
た
」
と
あ
る
如
く
、
延
齢
の
荘
園
と
庖
房
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、

(
乃
)

助
の
繋
が
り
の
深
さ
を
一
意
味
し
叉
、
経
済
上
の
特
権
を
守
る
た
め
の
、
有
力
動
戚
聞
の
交
流
を
示
す
一
例
で
も
あ
る
。

」
の
こ
と
は
延
齢
と
郭

第

節

残

堕

買

中市

弘
治
末
年
か
ら
正
徳
初
年
に
か
け
、
す
で
に
揺
ぎ
つ
つ
あ
っ
た
開
中
法
に
よ
る
盟
法
を
さ
ら
に
大
混
飽
に
お
と
し
入
れ
た
の
も
、
先
述
の
新

直
最
有
力
外
戚
、
張
鶴
齢
、
周
蕎
で
あ
っ
た
。
彼
等
に
寄
生
す
る
特
定
盟
商
が
雨
外
戚
の
権
勢
を
背
景
に
、
強
引
に
推
進
し
た
の
が
「
残
盟
を



買

補

す

る

」

徴

政

不

能

と

な

っ

て

い

る

瞳

課

を

指

す

。

そ

の
盟
課
は
す
で
に
蒐
除
さ
れ
盟
引
も
無
数
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
等
は
こ
の
盟
引
を
安
値
で
入
手
し
、
し
か
も
徐
瞳
を
も
っ
て

(

印

)

買
補
し
よ
う
と
し
た
。

(
以
下
、
残
盛
買
補
と
略
稽
〉
方
法
で
あ
っ
た
。

残
盟
と
は
風
雨
の
た
め
に
消
渡
し
、

(

凱

)

こ
の
間
題
を
そ
の
背
景
で
あ
る
、
盟
専
貰
制
度
で
あ
る
開
中
法
の
襲
遷
と
の
関
連
で
述
べ
て
み
よ
う
。
弘
治
年
代
、
兵
部
尚
書
、
吏
部
向
書

を
歴
任
し
正
徳
五
年
三
五
一

O
〉
に
卒
し
た
馬
文
升
は
、

本
は
、
刊
行
盟
巨
内
の
販
買
、
同
勢
要
に
よ
る
中
納
の
禁
止
、
付
軍
民
の
私
版
禁
止
の
三
項
で
あ
っ
た
が
、

み
」
、
成
化
年
聞
に
「
破
壊
」
さ
れ
た
。
そ
の
主
要
な
原
因
と
し
て
、
直
接
皇
帝
に
謝
す
る
盟
引
下
賜
の
要
求
(
「
乞
恩
求
討
」
)
や
、

嘗
時
の
開
中
法
に
つ
い
て
次
の
如
く
概
略
す
る
。

明
-
初
に
制
定
さ
れ
た
瞳
法
の
基

宣
徳
・
正
統
年
聞
に
「
漸
に
弛

南
京
を
公

務
で
往
来
す
る
有
力
官
僚
に
よ
る
馬
快
船
を
利
用
し
た
私
盟
販
寅
等
を
あ
げ
、
こ
の
結
果
一
商
人
に
よ
る
開
中
が
阻
害
さ
れ
、
遊
館
の
供
給
に
支

(
位
)

障
を
き
た
し
た
と
い
う
。
開
中
法
の
動
揺
は
商
品
経
済
・
銀
経
済
の
護
展
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
が
、
明
初
監
制
で
は
盟
法

へ
の
介
入
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
特
擢
屠
が
、
こ
う
し
た
経
済
吠
況
に
寄
生
・
介
入
し
開
中
法
を
破
壊
し
て
い
っ
た
役
割
は
無
視
で
き
な
い
。

南
外
戚
に
よ
る
残
盟
買
補
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
齢
瞳
私
買
と
「
占
中
買
富
」
に
つ
い
て
燭
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
先
同
学
の
中
山

(
回
〉

八
郎
氏
の
成
果
に
よ
り
な
が
ら
述
べ
て
み
た
い
。
開
中
法
で
は
納
糧
後
、

一商
人
の
手
に
し
た
盟
引
に
支
給
さ
れ
る
盟
を
正
盟
と
い
い
、
こ
れ
以
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外
の
製
盟
業
者
た
る
竃
戸
の
除
盟
は
官
の
買
上
げ
を
原
則
と
し
、
竃
戸
と
商
人
に
よ
る
絵
盤
の
頁
買
は
巌
禁
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
景
泰
か
ら

成
化
年
代
に
か
け
、
一
商
一
人
の
盟
引
に
供
給
す
べ
き
正
盟
の
不
足
か
ら
、
不
足
分
を
徐
盟
で
買
い
足
す
〈
「
買
補
」
〉
方
法
を
導
入
せ
ざ
る
を
得
ず
、

徐
瞳
私
買
が
次
第
に
容
認
さ
れ
て
い
く
。
成
化
年
代
に
入
る
と
姦
一
商
、
権
勢
家
が
ま
す
ま
す
徐
盟
私
買
に
介
入
す
る
た
め
、
中
盤
商
人
は
長
期

に
渉
り
正
課
が
得
ら
れ
な
い
朕
況
が
績
い
た
た
め
、
明
朝
は
つ
い
に
成
化
一
九
年
(
一
四
八
三
)
、
徐
盟
私
買
の
全
面
解
禁
に
踏
み
切
っ
た
。

明
初
の
開
中
法
で
は
一
商
品
買
買
の
場
合
と
同
様
、
官
吏
・
権
勢
者
は
本
人
及
び
家
族
・
奴
僕
に
よ
る
中
盤
は
す
べ
て
巌
禁
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
宣
徳
年
代
に
は
異
姓
の
親
族
に
よ
る
中
盤
例
が
出
現
し
、
正
統
年
代
以
降
は
家
族
・
家
人
名
義
で
開
中
を
行
う
者
も
出
現
し
た
。
こ
こ
で
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特
筆
す
べ
き
は
成
化
初
年
に
入
る
と
、
従
来
戸
部
の
専
決
事
項
で
あ
っ
た
入
中
の
決
定
が
遼
東
に
お
け
る
中
盤
例
か
ら
、
官
僚
や
擢
勢
者
が
自
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ら
上
奏
し
て
数
旨
に
よ
り
中
盤
の
権
利
を
獲
得
す
る
道
を
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
。

に
、
入
手
掛
象
の
中
心
は
最
も
債
値
の
高
い
雨
准
盤
で
あ
っ

た。

し
か
も
従
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
多
量
の
中
盤
で
あ
る
上

」
れ
ら
の
盟
引
の
一袋
附
け
は

中
盤
の
商
人
に
興
え
ら
れ
る
常
股
盟
以
外

の
、
別
途
使
用
の
た
め
に
貯
蓄
さ
れ
た
存
積
盟
で
あ
っ
た
の
で
、
盤
の
入
手
は
よ
り
確
買
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
大
量
の
米
糧
を
中
納
す
る
擢

利
と
し
て
の
「
窟
」
が
生
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
富
を
得
た
有
力
官
僚
や
特
権
居
は
、
自
ら
粟
を
目
的
地
に
納
入
す
る
場
合
と
、
そ
の
権
利
を
一商

人
に
鴎
賀
し
て
利
鞘
を
か
せ
ぐ
場
合
が
あ
っ
た
が
、
後
者
に
よ
る
方
法
が
優
勢
で
あ

っ
た
。
弘
治
年
代
に
な
る
と
権
勢
者
に
よ
る
占
富
が
よ
り

一
一
層
盛
ん
に
な
り
、
こ
こ
に

一
部
の
大
盟
一
商
が
つ
け
こ
み
、
賄
賂
を
通
じ
た
り
或
は
自
ら
家
人
名
目
で
寄
生
し
て
中
盤
の
擢
利
を
入
手
し
た
。

現
買
に
盟
を
得
る
除
盟
買
補
の
際
も
、
指
定
さ
れ
た
本
場
以
外
の
他
の
盟
場
に
於
て
も
買
補
を
質
施
し
た
。

一
般
の
一
商
人
は
長
期
間
待
機
し
て

も
盟
引
の
裏
附
け
で
あ
る
正
監
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
官
吏
に
賄
賂
を
手
渡
し
て
、
直
接
種
戸
か
ら
除
盟
を
買
い
正
盟
と
し
て
黙
認
し
て
も
ら

わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
た
め
正
規
ル

l
ト
に
よ
る
一商
人
の
返
納
充
足
は
ま
す
ま
す
困
難
と
な
っ
た
。

る。

害時
間
半
侯
張
鶴
齢
に
投
じ
て
家
人
と
な
っ
た
准
安
の
一商
一
人
(
野
商
)
朱
達
等
は
、

こ
う
し
た
潮
流
を
さ
ら
に
押
し
進
め
た
の
が
、
残
盟
買
補
問
題
で
あ
る
。
史
料
上
の
初
見
は
管
見
の
範
圏
内
で
は
、
弘
治
二
ハ
年
一
月
で
あ

正
統
五
年
か
ら
成
化
二
ハ
年
に
い
た
る
四

0
年
聞
の
、
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死

滅
し
た
堕
課
分
の
盟
引
二
ハ
九
、
三

O
O除
を
毎
引
銀
五
分
で
買
い
、
指
定
さ
れ
た
臨
場
で
徐
盟
に
よ
る
買
補
を
行
い
た
い
と
長
藍
蓮
司
に
願

(
刷
出
)

い
出
た
。
戸
部
は
こ
れ
に
抵
抗
し
た
が
、
孝
宗
は
誇
寧
侯
ゆ
え
に
特
例
と
し
て
こ
の
願
い
を
許
可
し
た
。
し
か
し
こ
の
た
め
、
「
自
後
、
好
民

(
お
)

「
こ
こ
よ
り
腫
法
大
捷
し、

好
人
江

・
湖
に
横
行
す
る
も
官
司
禁
ず
る
能
う
な
し
」
と
い
う
朕
況
に
至
る
突
破
口
を
聞
い
た
。

例
に
援
き
」
、

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
一商
人
が
皇
帝
一
に
願
い
出
る
前
に
、
残
盟
買
補
を
質
現
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
残
盟
数
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
こ
の

問
題
に
精
通
す
る
有
力
官
僚
と
結
び
つ
く
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
媒
介
を
な
し
た
の
が
、
初
代
詩
寧
侯
張
留
の
妹
と
結
婚
し
た
礎
部
右
侍
郎
沈

(

町

田

)

(

幻

)

帳
で
あ
っ
た
。
弘
治
一
三
年
五
月
か
ら
一
七
年
五
月
ま
で
戸
部
向
書
の
任
に
あ
っ
た
侶
鍾
の
は
か
ら
い
で
、
同
一
一
年
か
ら
一
五
年
の
問
、
通

政
使
の
職
務
に
あ
っ
た
沈
帳
は
、
重
要
な
産
瞳
匡
を
綿
括
す
る
堕
務
官
臆
(
都
鱒
運
魁
使
司
)
の
報
告
書
の
取
り
扱
い
を
彼
の
職
務
範
園
と
し
て

(∞∞〉

も
ら
っ
た
。
沈
稔
は
こ
の
盤
務
報
告
書
の
複
寓

一
部
を
、
密
か
に
張
鶴
齢
に
迭
っ

て
い
た
。
寄
寧
侯
張
鶴
齢
と
こ
れ
に
寄
生
す
る
朱
達
等
盟
一商



の
動
き
と
相
前
後
し
て
、
慶
雲
侯
周
誇
側
に
も
家
人
と
し
て
投
じ
た
盟
一
一
商
周
洪
等
も
残
盟
買
補
に
の
り
出
し
た
。
こ
う
し
て
雨
外
戚
家
に
よ
る

「
二
家
買
補
」
の
競
合
朕
況
が
出
現
し
た
。
「
瞳
法
を
阻
壊
」
し
「
一
商
慣
逼
ぜ
ざ
る
」
事
態
に
、
戸
部
を
始
め
言
官
も
，
次
々
に
反
射
し
た
が
、

大
筋
で
要
求
を
認
め
よ
う
と
す
る
孝
宗
の
意
向
に
劃
し
、
戸
部
は
次
の
よ
う
な
妥
協
案
を
出
し
た
。
す
で
に
南
外
戚
に
買
却
し
た
残
盟
分
を
除

き
、
未
納
銀
分
の
盤
引
の
致
力
を
停
止
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

(

的

)

買
補
を
許
可
し
た
。
こ
の
た
め
弘
治
末
年
か
ら
正
徳
初
年
に
か
け
、
二
家
の
要
求
と
官
僚
側
の
反
劃
と
い
う
政
争
が
く
り
返
さ
れ
た
。

弘
治
一
七
年
(
一
五
O
四
〉
か
ら
正
徳
元
年
ハ
一
五
O
六
)
ま
で
戸
部
尚
書
で
あ
っ
た
韓
文
は
、
武
宗
の
登
極
の
詔
に
臆
じ
、
弘
治
一
八
年
後

半
の
瞳
法
破
壊
の
朕
況
と
そ
れ
に
劃
す
る
政
策
を
、
八
項
目
に
ま
と
め
上
奏
し
た
。
そ
の
一
項
目
「
残
盟
を
買
補
す
る
の
弊
を
草
む
」
中
で
、

弘
治
一
八
年
ま
で
の
二
家
買
補
の
結
果
を
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

一
度
は
孝
宗
も
承
認
し
た
も
の
の
、
南
外
戚
の
再
三
の
要
求
で
結
局
、

近
ご
ろ
慶
雲
侯
周
害
時
の
家
人
周
洪
は
、
雨
准
残
瞳
八

O
寓
引
を
奏
買
し
、
書
寧
侯
張
鶴
齢
の
家
人
杜
成
・
朱
達
等
は
、
長
重
・
南
准
残
盟

九
六
省
内
徐
引
を
奏
買
す
。
名
は
残
瞳
を
買
補
す
る
と
雄
ど
も
そ
の
買
は
正
課
を
侵
奪
し
、
以
っ
て
物
議
沸
騰
す
る
を
召
く
。
人
心
積
怨
し

一
商
慣
逼
ぜ
ず
。
瞳
法
の
弊
端
此
よ
り
甚
し
き
は
な
し
。

- 81ー

南
外
戚
名
に
よ
る
残
瞳
買
補
の
結
果
、
姦
一
商
達
の
得
た
南
准
・
長
麗
残
盟
の
入
中
擢
は
、
組
計
一
七
六
寓
引
と
い
う
E
額
に
達
し
た
。
韓
文
は

右
の
文
章
に
績
け
て
、
雨
外
戚
の
得
た
原
額
瞳
引
を
す
べ
て
官
に
返
還
さ
せ
、
南
外
戚
が
園
家
に
納
入
し
た
銀
額
は
す
べ
て
彼
等
に
返
し
、
未

(
川
刊
)

納
分
の
盟
引
も
す
べ
て
数
力
を
停
止
し
て
以
後
の
報
中
を
許
さ
ず
、
こ
れ
ら
の
盟
課
を
各
迭
の
一
商
人
の
開
中
に
嘗
て
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
頻

出
し
た
官
僚
の
反
劉
論
中
で
、
韓
文
の
論
調
が
最
も
き
び
し
く
叉
執
劫
に
反
針
の
先
頭
に
立
っ
た
た
め
、

正
徳
に
入
っ
て
や
っ
と
こ
家
買
補
が

止
む
原
因
と
な
っ
た
。

『
明
逼
鑑
』
巷
四
一
に
は
、

是
に
お
い
て
利
を
失
う
者
い
え
ら
く
、
事
は
(
韓
)
文
に
始
ま
る
と
。
こ
れ
を
街
む
こ
と
尤
も
甚
し
。
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と
あ
っ
て
、
残
瞳
買
補
に
む
ら
が
っ
て
利
を
失
っ
た
嘗
事
者
達
は
、
韓
文
を
最
も
怨
ん
だ
と
い
う
。

朝
野
を
あ
げ
て
反
封
が
緩
く
中
で
つ
い
に
弘
治
一
八
年
、
張
鶴
齢
は
「
引
盟
を
懇
酔
し
、

(
鶴
齢
に
)
原
債
を
給
興
す
。

物
論
精
や
卒
ら
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(

川

目

)

ぐ
」
の
如
く
、
残
盤
買
補
か
ら
徹
退
し
た
が
、
慶
雲
侯
周
需
と
こ
れ
に
寄
生
す
る
一
商
一
人
語
景
清

・
馬
亨
等
は
、
残
盤
買
補
を
緯
績
す
る
た
め
さ

ら
に
上
奏
(
「
奏
討
」
)
を
く
り
一
返
し
た
。

(

m
出

)

題
の
主
役
の
感
を
呈
し
た
。
弘
治

一
八
年
五
月
武
宗
が
即
位
す
る
と
、

(

似

)

(

白

山

〉

(

%

)

清
、
大
準
土
劉
健
・

李
東
陽

・
謝
遷
等
、
或
は
戸
部
が
買
補
の
停
止
を

一
斉
に
要
求
し
た
。

し
か
し
武
宗
は
、
こ
れ
ら
の
残
盟
買
補
は
孝
宗
の

(
釘
)

一
意
志
で
あ
る
と
し
て
、
反
射
す
る
官
僚
と
の
聞
で
揺
れ
動
い
た
。
正
徳
三
年
(
一
五
O
八
〉
七
月
、
太
監
劉
瑳
は
揚
州
府
南
准
運
司
下
に
あ
る
、

張
鶴
齢
に
投
じ
て
家
人
と
な
っ
た
一
一
商
人
杜
成
等
の
名
下
で
放
棄
さ
れ
た

一一

六
高
引
(
「
革
支
盟
引
」
)
分
の
盟
の
慮
理
案
を
作
製
す
る
た
め
、

(
m
m
)
 

官
吏
を
涯
遣
し
調
査
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
盟
を
饗
貰
し
そ
の
全
額
を
中
央
に
送
付
さ
せ
る
よ
う
提
言
し
て
い
る
が
、
武
宗
朝
の
皇

特
に
弘
治

一
八
年
八
月
以
降
、

そ
れ
ま
で
に
報
告
中
に
な
か
っ
た
語
景
清
の
名
が
繁
出
し
、
買
補
問

(
問
)

右
の
奏
討
に
射
し
て
戸
部
向
書
韓
文
、

巡
撫
快
西
左
副
都
御
史
楊

一

盟
問
題
と
の
闘
連
が
考
え
ら
れ
る
。

弘
治
年
代
の
二
家
買
補
は
占
寵
制
度
の
瑳
達
で
、
中
盤
の
権
利
が
官
僚

・
権
勢
者
に
濁
占
さ
れ
て
い
く
朕
況
を

一
層
描
大
し
た
こ
と
を
意
味

(ω) 

し
よ
う
。
正
徳
二
ハ
年
四
月
の
世
宗
の
詔
中
の
禁
止
事
項
と
し
て
、
残
臨
の
奏
聞
や
勢
要
の
買
窟
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
右
の
問

題
が
未
解
決
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
注
意
す
べ
き
は
本
一
章
前
簡
で
も
燭
れ
た
よ
う
に
、
張
氏
兄
弟
に
よ
る
弘
治

一
五
年
の
揚
州

府
泰
州
や
高
郵
州
で
の
民
田
と
寺
田
の
荘
固
化
は
、
租
の
徴
枚
以
外
に
最
も
債
値
の
高
い
准
南
瞳
を
獲
得
す
る
の
に
好
都
合
で
あ
り
、
残
盟
買

- 82ー

補
問
題
と
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
す
で
に
、
張
鶴
齢
と
盟
一
商
に
よ
り
行
動
が
起
こ
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
揚
州
府
に
は
雨

(

川

)

准
都
轄
運
盟
司
が
あ
り
、
そ
の
所
轄
分
司
の
一
つ
が
泰
州
に
置
か
れ
多
く
の
盟
場
を
統
轄
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
残
盟
を
入
手
し
た
一
商
人

が
、
盟
場
で
直
接
買
補
し
運
搬

・
蓄
積
等
を
行
う
基
地
的
役
割
も
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

お

わ

り

明
代
政
治
史
上
、
権
力
関
係
の
消
長
か
ら
み
る
と
外
戚
は
あ
ま
り
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
社
曾
経
済
史
上
か
ら
み
る
と
、
特
に
景

泰

・
天
順
以
降
嘉
靖
年
代
に
至
る
明
代
中
期
に
か
け
、
外
戚
は
多
く
混
能
を
ま
き
お
こ
し
た
。
皇
帝
の
権
威
を
直
接
の
背
景
に
、
分
割
・
賜
輿



さ
れ
た
園
家
財
源
を
基
盤
と
し
て
、
短
期
間
に
莫
大
な
利
盆
を
得
た
。
本
稿
で
は
有
力
外
戚
、
孫
氏
・
周
氏
に
績
い
て
右
の
様
な
混
凱
の
頂
黙

を
つ
く
り
出
し
た
孝
宗
皇
后
張
氏
の
雨
兄
弟
を
軸
に
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
し
て
き
た
。
弘
治
末
年
に
は
こ
れ
ら
皇
親
の
経
済
行
震
を
官
僚

そ
の
特
徴
は
荘
田
に
よ
る
租
の
徴
牧
、
庖
房
に
基
く
市
利
と
残
盟
買
補
に
よ
る
盟
利
の
獲
得
と
い
っ
た
、
複
合
的
な

(

川

)

営
利
に
劃
す
る
非
難
で
あ
っ
た
。
荘
田
で
は
奏
討
田
・
欽
賜
回
、
市
利
で
は
官
庖
の
分
割
、
盟
利
で
は
残
盟
買
補
の
如
く
、
園
家
財
源
を
直
接

分
割
し
、
こ
れ
を
基
に
荘
田
で
は
投
献
等
に
よ
り
民
田
や
他
の
特
権
居
の
妊
田
を
侵
蝕
し
、
市
利
で
は
私
庖
の
設
置
、
盟
利
で
は
私
盟
を
と
い

っ
た
如
く
、
明
朝
支
配
と
そ
の
財
源
基
盤
を
撹
凱
し
た
。
彼
等
に
よ
る
こ
う
し
た
多
方
面
に
わ
た
る
所
有
と
経
営
の
性
格
は
、
上
か
ら
の
暴
力

的
な
剰
融
の
牧
奪
で
あ
っ
た
の
で
、
社
禽
経
済
を
内
か
ら
護
展
さ
せ
る
と
い
う
要
因
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
財
源
の
運
営
上
、
膨
大

な
数
の
家
人
屠
を
必
要
と
し
、
市
井
の
無
頼
居
か
ら
地
主

・
商
人
等
多
様
な
階
層
を
か
か
え
こ
ん
だ
。
彼
等
の
私
利
抽
出
は
、
北
直
隷
を
中
心

が
頻
繁
に
告
護
し
た
が
、

と
し
て
南
直
隷
及
び
そ
の
聞
の
運
河
と
一商
業
ル
l
ト
と
い
う
、
嘗
時
の
経
済
と
政
治
の
動
脈
で
あ
っ
た
た
め
、
明
朝
に
と
っ
て
も
由
々
し
き
問

題
で
あ
っ
た
。
中
興
の
名
君
と
も
い
わ
れ
る
孝
宗
も
、
こ
と
外
威
張
氏
兄
弟
の
要
求
と
な
る
と
抑
制
で
き
ず
、
問
題
を
複
雑
化
し
た
。
し
か
し

- 83ー

外

戚

の

も

つ

特

殊

な

性

格

、

ほ

と

ん

ど

の

場

合

嘗

一

該

外

戚

一

族

も

衰

滅

に

向

い
、
そ
の
財
源
も
新
外
戚
を
始
め
と
し
た
特
権
層
と
の
争
奪
に
敗
れ
た
り
、
明
朝
に
よ
り
浸
牧
さ
れ
る
運
命
に
あ
り
、
張
兄
弟
も
そ
の
例
外
で

宮
廷
内
で
の
皇
后
、
皇
太
后
と
し
て
の
権
威
が
衰
退
す
れ
ば
、

土

E
ミ
つ
ニ
o

t
ナ
J

カ

ふ

/
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註(1
)

特
権
層
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
の
論
著
。
王
統
鐙
『
爽
蕪
集
』
(
中

筆
書
局
、
一
九
八
三
)
所
収
の
各
論
文
。
制
御
克
歳
『
明
代
政
争
探
源
』

(
天
津
古
籍
出
版
、
一
九
八
八
)
第
二
編
。
王
春
磁

・
杜
腕
言
『
明
代

宣
官
興
経
済
史
料
初
探
』
(
中
園
枇
舎
科
息
子
出
版
社
、
一
九
八
六
〉
。
李

龍
潜
「
明
代
庄
田
的
愛
展
和
特
貼
||
粂
論
皇
庖
、
場
房
、
。
庖
建
。

等
工
商
業
的
経
管
性
質
」

(
『
中
関
佐
倉
経
済
史
論
叢
』
第
二
輯
)
。
清

水
泰
次
『
明
代
土
地
制
度
史
研
究
』
(
大
安
、
一
九
六
八
)
。
拙
著

『明

末
農
民
反
飢
の
研
究
』
〈
研
文
出
版
、
一
九
八
五
)
第
三
章
。
等
。

(
2
)

谷
光
隆
「
明
代
の
勅
臣
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『東
洋
史
研
究
』
一
一
九

ー
四
)
。
佐
藤
文
俊
「
明
代
の
外
戚
L

Q
研
文
』
一
一
〉
。
湯
綱
、
南

照
文
『
明
史
』
上
ハ
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
)
第
一
一
一
一
章
第
二

節
。
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(
3
)

『
明
史
』
径
一

一
四
后
妃
二
、
各
一

O
八
外
戚
恩
津
侯
表
、
径
三
O

O
外
成。

査
縫
佐

『
罪
惟
録
』
列
体
巻
二
。
『
明
功
臣
製
封
底
簿
』

(
牽
湾
問
時
子
生
書
局
、

一
九
七
O
)
等。

(

4

)

王
世
貞
『
鼻
山
堂
別
集
』
巻
二
。

(

5

)

査
縫
佐
『
罪
惟
録
』
各
二
。

(

6

)

談
遜
『
園
縫
』
各
四
二
。

〈
7
)

『
明
史
』
悠

一
一
四
后
妃
二
。

(
8
〉

懐
放
鋒
『

一
六
世
紀
中
図
的
政
治
風
雲
一
』
ハ
商
務
印
書
館
、
一
九
八

八
)
。
嘉
靖
初
年
の
政
治
史
の
記
述
に
於
て
、
主
に
木
書
を
参
照
し
た
。

他
に
同
氏
『
嘉
靖
専
制
政
治
興
法
制
』
(
湖
南
敬
斉
出
版
社
、
一
九
八

九
)
。
註
(
2
〉
『
明
史
』
上
。

(

9

)

彰
甜
『
彰
惑
安
公
文
集
』
径
八
。
『
明
貫
録』

弘
治
六
年
五

月
甲

申
。
「
明
史
』
径
一
八
三
彰
畑
田
博
。

(
叩
)
『
明
史
』
各
一
八
三
何
鼎
、
徐
湾
、
周
経
各
停
。

(
日
)

『
明
貫
録
』
弘
治
一
一
年
間
一
一
月
乙
亥
。

〈
ロ
)

李
夢
陽

「
際
詔
上
書
斑
」
(
『
空
同
子
集
』
巻
三
九
。
『
由
主明
経
世
文

編
』
各

一一一一
八
)
。
林
俊
「
排
李
夢
陽
獄
」

(
『見
素
集
奏
議
』
各
七
)

等。

(
日
)
中
山
八
郎
「
明
の
嘉
靖
朝
の
大
捜
問
題
の
夜
端
」

(
『
人
文
研
究
』
八

-
九
)
。
同
「
再
び

《
嘉
靖
朝
の
大
雄
問
題
の
渡
端
》
に
就
い
て
」
(
『清

水
泰
次
博
士
追
悼
記
念
明
代
史
論
叢
』
(大
安
、
一
九
六
二
)
。
羅
燦
映

「
論
。
大
腿
議
乙
(
『
明
史
研
究
論
叢
』
一
二
)
。
註
(
8
〉
懐
数
鋒
着
。

(
H
)

張
原

「
論
図
戚
張
延
齢
等
罪
朕
疏
」
、
「
停
園
威
張
偽
齢
等
恩
典
疏
」

(『御
選
明
臣
奏
議
』
各
二

O
)。
『
明
寅
録
』
嘉
靖
二
年
一
一

月
甲
申
。

(
日
)

『
明
貨
録
』
嘉
靖
八
年
一

O
月
己
巳
。
別
稿
「
嘉
靖
八
年
、
外
戚
世

爵
の
平
副
肘
に
つ
い
て
」
。

(日〉

『
明
貫
録
』
嘉
靖
九
年
一
一
一
月
壬
寅
。

(
幻
)
朱
園
検

「
張
延
鈴
之
獄
」
(
『
皇
明
大
事
記
』
巻
一一一一一)
。

(
凶
)
占
い
師
曹
租
が
、

張
鶴
齢
の
家
僕
と
な
っ
た
息
子
鼎
と
針
立
し
、
延

齢
・
鶴
齢
兄
弟
を
訴
え
て
逆
に
と
ら
え
ら
れ
獄
死
し
た
事
件
。
『
明
質

録
』

正
徳

一
O
年

一
O
月
丙
寅
。

(
川
口
)
『
明
貫
録
』

嘉
靖

一一一
年

一
O
月
丙
子
。

(
却
)
註
(
灯
)。

(
幻
)
張
字
敬
「
救
張
延
齢
第
ご

J
「
(
同
)
第
四
」
(
『
張
文
忠
公
集』

を
八
〉。

(
勾
)

『
明
貫
録
』
嘉
靖

一
五
年

一
O
月
戊
氏。

(
お
)

『
明
貫
録
』
嘉
靖
一
七
年
正
月
丙
申
。

(
担
)
註
(
お
)
。

(
お
)
『
明
貫
録
』
嘉
靖
二
五
年

一
O
月
甲
午
。

(
お
)
蔦
麿

『
大
明
舎
血
ハ
』
巻
一
七
回
土
。

(
幻
)
『
明
一貫
録
』
景
泰
二
年
二
月
丁
酉
等
。

(
お
)
『
明
貫
録
』
景
泰
二
年
三
月
丙
午
。
同
二
年
五
月
笑
丑。

註ハ
1
)
鄭

克
且
臥
著
第
八
一
章
。

(
却
)

『
明
貫
録
』
天
順
二
年
四
月
乙
酉
。

(ω)
荘
回
に
関
す
る
以
下
の
叙
述
の
基
礎
は
、
次
の
二
史
料
に
よ
る
。

『
明
資
録
』
弘
治
一
七
年
四
月
甲
寅
。
嘉
靖
初
年
の
調
李
記
録
、
一百一証
言

「
隠
情
膝
肱
奏
討
己
僻
在
国
乞
恩
分
理
明
断
復
業
養
隠
疏
」

(
『
桂
洲

夏
交
感
公
奏
議
』
径
二
)
。

(
お
〉
註
(

3

)

。

(
認
〉
『
明
貫
録
』
成
化

一
五
年

一一

月
己
酉
。
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(
お
)
『
明
史
』
巻
一
一
一

O
O外
威
。

(
鈍
)
註
(

ω

)

。

(
お
)
註
(
3
)
。

(
お
〉
註
(

4

)

。

(
幻
)
註

(ω
〉。

(
お
)
註
(

m

山
)
夏
言
の
上
訴
。

(
却
)
前
註
で
夏
言
は
孫
鐙
と
記
す
。

(ω)
註

(ω
〉
の
『
明
貫
録
』
。

(
M
U

〉

註
(

ω

)

。

(
必
)
『
明
貫
録
』
弘
治
一
七
年
四
月
甲
寅。

(
必
〉
『
明
貫
録
』
正
徳
三
年
七
月
辛
西
。

(
U
H
)

『
明
貫
録
』
草
加紛
元
年
一
一
月
丁
未
。
註
(

3

)

夏
言
の
調
査
。

(
必
)
司
明
貫
録
』
成
化
二
三
年
一
二
月
己
巳
。

(
必
)
『
明
貫
録
』
弘
治
元
年
閏
正
月
己
丑
。

(
U
)

成
化
六
年
令
(
高
暦

『大
明
舎
典
』

径

一
七
給
賜
)
。

(
必
)
『
明
貫
録
』
弘
治
一
一
一
年
一
一
一
月
戊
氏
。

(

ω

)

『
明
貫
録
』
弘
治
一
二
年
一
二
月
辛
亥
。
同
一
一
一
一
年
四
月
己
酉。

同

一一一一年五
月
丁
卯
。
『
明
史
』
径
一
八
三
、
周
経
俸
。
巻
一
八
五
、
呉

世
忠
俸
。
註
ハ
1
〉
鄭
克
長
著
、
第
一
四
一
章
一
。

(
印
)
『
明
寅
録
』
弘
治
二
二
年
四
月
己
酉
。

(
日
)
『
明
貫
録
』
弘
治
一
五
年
八
月
己
酉
。

(
臼
)
王
禁
『
震
津
紀
聞
』
傘
下
。

(
臼
)
『
明
貫
録
』
嘉
靖
一
七
年
四
月
丁
卯
。
註
(
1
〉
鄭
克
日
成
者
、

第

一四

章
二
。

(
臼
)
「
積
古
定
制
」

515 

(『皇
明
制
書
』
下
、
古
典
研
究
曾
、

一
九
六
七
三

(
日
)
『
明
貫
録
』
弘
治
九
年
九
月
乙
酉
。

(
叫
山
)
韓
大
成
「
明
代
権
貴
経
営
的
工
商
業
」
(
同
『
明
代
社
曾
経
済
初

探』

一
九
八
六
、
人
民
出
版
社
)
。
向
「
明
代
的
官
庖
輿
皇
后
」
(
『
故

宮
博
物
館
院
院
刊
』

一
九
八
五
1

四
)
。
佐
久
間
重
男

「
明
代
の
一商一税

制
度
」
(
『
枇
舎
経
済
史
皐
』
一
一
一
一
|
一
二
〉
、
同
「
明
代
に
お
け
る
商
税

と
財
政
の
関
係
」
付
口
(
『
史
皐
雑
誌
』
六
五
|
て
一
一
)
、
同
「
明
代

の
倉
庫
業
」
(
『
東
洋
皐
報
』
一
一
一
一
|
四
〉
。
和
田
清
編
『
明
史
食
貨
志

誇
註
』
(
一
九
五
七
、
東
洋
文
庫
)
下
、
一
商
税
。
本
稿
の
官
庖
に
つ
い

て
の
概
要
は
、
新
宮
製
「
明
代
の
官
庖
に
つ
い
て
」
(
一
九
八
九
年
三

月
、
明
代
史
研
究
舎
春
合
宿
の
夜
表
)
に
よ
っ
て
い
る
。
な
お
本
稿
脱

稿
後
、
同
氏
「
明
代
前
期
北
京
の
官
庖
場
房
と
一
商
税
」
(
『
東
洋
史
研

究
』
四
九
l
ご
が
設
表
さ
れ
た
。
官
庖
場
房
を
「
倉
庫
業
務
、
仲
買

問
屋
業
務
、
一
商
税
徴
牧
の
三
者
を
包
括
し
た
複
合
的
施
設
」
(
七
八

頁
)
と
と
ら
え
る
新
し
い
親
黙
を
提
起
し
て
い
る
。

(
幻
)

『
明
貫
録
』
景
泰
二
年
四
月
辛
巳
。

(
回
)
『
明
貫
録
』
成
化
一
一
一
一
一
年
一

O
月
壬
申
。

(
回
)
『
明
貫
録
』
弘
治
六
年
四
月
笑
卯
。

(
印
)
『
明
貫
録
』
弘
治
九
年
八
月
辛
丑
。

(
m
m
)

劉
若
愚
『
酌
中
士
山
』
巻
二
ハ
。
同
『
明
宮
史
』
木
集
。

(
臼
)
正
徳
『
大
明
曾
典
』
倉
一
一
一
一
一
。

(
臼
)
『
明
貫
録
』

正
統
六
年
三
月
壬
寅
。

(
臼
)
『
明
史
』
各
三

O
四
、
宣
官
一
。
『
明
質
録
』
成
化
二
三
年
一

O
月

壬
申
。

(
臼
〉
(
白
山
)
(
同
町
)
(
侃
)
劉
若
愚
『
明
宮
史
』
木
集
。

(
的
)
寓
暦
『
大
明
舎
典
』
径
三
五
。
『
明
貫
録
』
正
徳
一
六
年
八
月
乙
未
。
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(
河
〉
『
明
史
食
貨
志
議
註
』
茶
法
。

(
九
)
秦
金
「
論
皇
庄
疏
」
(
『
皇
明
経
世
文
編
』
巻
一
七
四
)
。
註
(
的
)
。

(η)

『
明
貫
録
』
隆
俊
元
年
二
月
乙
未
。

(
乃
〉
沈
傍

『
宛
署
雅
記
』
第
七
巻
。

(
九
)

『
明
貫
録
』
弘
治
九
年
九
月
己
酉。

(
万
)
『
明
貫
録
』
景
泰
二
年
二
月
丁
酉
等
。

(
市
)
『
明
史
食
貨
志
謬
註
』
下
、
商
税
。
註
(
白
山
)
佐
久
間
論
文
。
註
(

1

)

王
統
鐙
著
、
頁
二
九
二
|
二
九
三
。

(
打
〉
註
(
白
山
)
佐
久
開
『
杜
舎
経
済
史
皐
』
論
文
。

(
刊
叩
)
註
(

1

)

鄭
克
長
者
、
頁
九
二
、
一
四
七

l
一
四
八
。

(
乃
)

『
明
貫
録
』
嘉
靖
二

O
年
九
月
乙
未
。
『
明
史
』
各
一
一
一
一

O
。

(
飢
山
)
中
山
八
郎
「
明
代
に
お
け
る
徐
盟
私
賓
の
起
源
」
(
『加
藤
博
士
還
暦

記
念
東
洋
史
築
設
』
一
九
四
一
)
。
『
明
史
食
貨
志
誇
註
』
上
、
堕
法
。

(
飢
〉
註
(
卸
)
『
明
史
食
貨
士
山
諜
註
』
(
藤
井
宏
氏
推
嘗
)
及
び
藤
井
氏
の

堕
法
に
関
す
る
諸
論
文
。
佐
伯
富
『
中
園
鶴
政
史
の
研
究
』
(
法
律
文

化
社
、
一
九
八
七
)
。

(
m
U
)

馬
文
升
「
重
盤
法
以
備
急
用
疏
」
(
『皇
明
経
位
文
編
』
巻
六
一
二
)
。

(
部
)
中
山
八
郎
「
開
中
法
と
占
窟
」
(
『
池
内
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論

叢
』
一
九
四

O
)。
註
(
初
)
。

(
剖
)
『
明
貫
録
』
弘
治

一
六
年
一
月
戊
子
。
同
一
七
年
五
月
甲
午
。

(
部
)
夏
繁
『
明
遁
鑑
』
巻
四

O
。

(
山
山
)
『
明
史
』
径
一
八
三
周
経
俸
等
で
は
、
高
旅
と
記
さ
れ
て
い
る
。
焦

拡
編
『
園
朝
献
徴
録
』
巻
三
五
、
六
七
。

(
凹
む
註
(
制
)
。
『
明
史
』
巻
一
八
五
。

(
田
山
)
『
明
寅
録
』
弘
治
一
六
年
一
月
戊
子
。

(
的
)
『
明
貫
録
』
弘
治
一
七
年
一
二
月
甲
子
。

(
卯
)
韓
文
「
題
震
欽
法
事
」
(
『
皇
明
経
世
文
編
』
巻
八
五
)
。

(
促
)
『
明
貫
録
』
弘
治
一
八
年
一

O
月
丁
巳
。

(

m

出)

李
東
陽

「
陳
政
令
十
失
疏
」
(
『御
選
明
臣
奏
議
』

巻

一一

O
〉
。
『
明

貫
録
』

弘
治
一
八
年
九
月
発
未
。

(
m
m
)

『
明
貫
録
』
弘
治
一
八
年
一
二
月
辛
来
。

(
例
)
『
明
寅
録
』
正
徳
元
年
正
月
己
酉
。

(
白
山
)
劉
健
「
再
具
白
劾
疏
」
、
「
三
事
疏
」
(
『
皇
明
経
世
文
編
』
巻
五
三
)

0

『
明
貫
録
』

正
徳
元
年
二
月
戊
辰
、
同
元
年
二
月
丁
丑
。

(
%
)
『
明
貫
録
』
正
徳
元
年
二
月
己
巳
。

(
貯
)
『
明
貫
録
』
正
徳
元
年
正
月
己
酉
、
同
元
年
二
月
戊
辰
、
同
元
年
二

月
己
巳
。

(
m
m
)

『
明
貫
録
』
正
徳
三
年
七
月
庚
申
。

(
m
m
)

『
明
史
食
貨
志
均
一
一
静
註
』
上
、
臨
法
、
『
明
貫
録
』
正
徳
一
六
年
四
月

壬
寅
。

(
川
)
藤
井
宏
「
明
代
盤
場
の
研
究
」
上
・
下
(
『
北
大
文
皐
部
紀
要
』
て

三
〉
。
註
(
開
通
法
。
張
兄
弟
が
揚
州
府
の
土
地
獲
得
に
こ
だ
わ
っ
た

こ
と
を
示
す
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。
弘
治
年
代
、
張
延
齢
に
針

す
る
揚
州
府
高
郵
州
の
寺
田
投
般
に
、
一
人
最
後
ま
で
反
射
し
た
揚
州

府
同
知
葉
元
に
射
す
る
張
家
の
怨
み
は
相
蛍
な
も
の
で
、
後
、
葉
元
が

中
央
へ
祭
縛
す
る
と
張
家
の
奴
僕
が
吏
部
に
凱
入
し
、
彼
を
連
れ
去
っ

て
殴
打
し
た
と
い
う
(
『
明
書
』
巻
一
五
三
、
『
震
直
惇
紀
関
』
巻
下
、

『罪
惟
録
』
各
二
)
。

(
川
)
『
明
貫
録
』
弘
治
一
七
年
閏
四
月
了
亥
、
同
一
八
年
三
月
甲
午
。
註

(
ロ
〉
李
夢
陽
の
上
疏
。
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THE PROBLEM OF EDUCATION ＦＯＲ‘THESHIDAFU

　

士大夫INTHE AGES OF NORTHERN DYNASTIES,

　　　　　　　　　　　

SUI AND TANG

OSABE Yoshihiro

' The theme of this articleis how the children of the shidafu were

educated in the ages of Northern Dynasties, Sui and Tang.

　　

National schools whose function were sometimes suspended, and private

ones, were not the only places they depended upon for the education of

their children.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　

But it was rather their home which played the central role for this

purpose - not only their kin but their matrimonial relatives as well,

sometimes contributed to the practice.There were also cases where women

who had received education at their own home devoted themselves to

education in the families they married into.

　　

It can thus be concluded that without solidarity among the kin and

とooperation from the matrimonial relatives,the shidafu could not have

handed down scholarly knowledge to their descendents.

IMPERIAL CONSORT IN THE MIDDLE OF

　　

MING ：ZHANGSHI 張氏BROTHERS

Sato Fumitoshi

　　

From the point of view of the position within the regime, the imperial

consort of Ming didn't play an important role so much. But the disting-

uished Imperial relatives(xunqi勣戚), eunuchs and imperial families etc.,

which ought tolive on an annual allowance primarily, were parasiticon the

production of goods and the monetary economy, which developed especially

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－



in economically advanced districts. As ａ result the great confusion were

aroused in society and economy.　In this article l try to describe the politi-

cal history first,that Zhangshi, the empress of χiaozong 孝宗, kept her

influence during Hongzhi 弘治, Zhengde正徳and the early years of Jiajing

嘉靖. And ｌ analyse their own way of securing the source from the aspects

of estate, commercial tａχ　and　salt,which her brothers (Zhang　Heling

張鶴齢and Zhang Yanling張延齢）took by making use of the opportunity.

Its character is that dividing the possession of the state, they established

their own organization of exploitation, and controlled Jiaren 家人stratum

［wulai無頼］andlords, merchants, etc.), who were parasitic on it. But

once they lost their support in the court, most of imperial consort fell

rapidly. Their foundation of power was uncertain.

THE JIANGXI PROVINCIAL MILITARY COMMANDER

　　　

JIN SHENGHUAN 金聾桓AND HIS REVOLT

Watanabe Osamu

　　　

The purpose of this paper is to understand the position of Chinese

military ｏ伍cers from the late Ming to the early Qing by considering the

movement of the Qing's provincial militarycommander Jin Shenghuan who

rose in revolt in Jiangxi in the 5th year of Shunzhi 順治(1648), and was

put down in the ｎｅχtyear.

　　　

l describe brieflythat Jin Shenghuan before the 5th month of the 2nd

year (of Shunzhi) when he surrendered the Qing troops,put together region

by region the process that it controlled Jiangχisuppressing the restration

power of Ming dynasty from the 6th month of the 2nd year to about the

10th month of the ｎｅχtyear. And l try to research the background of the

revolt mentioning the affairsabout Jin (tｈｅｃｏｎ丑ictwith Wang Tizhong

王膿忠, the discord with Sun Zhixie 孫之禦)ｉｎJiangxi afterthe 6th month

of the 2nd year. And l take"it as the directcause of revolt that the Qing

dynasty changed the policy for Chinese militaryｏ伍cersin the 4th year and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－


